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はじめに

この「はじめに」では、関連ドキュメント、フィードバックの送信、およびド
キュメントの変更履歴について説明します。

■ 5ページの「関連マニュアル」
■ 6ページの「このドキュメントについて (PDFおよびHTML)」
■ 6ページの「ドキュメントに対するご意見」
■ 6ページの「変更履歴」

製品情報Webサイト
Sun BladeストレージM2モジュールについては、製品のサイトにアクセスしてくだ
さい。

http://www.oracle.com/goto/storagemodulem2

このサイトには、次の情報やダウンロードへのリンクがあります。

■ 製品情報および仕様
■ ソフトウェアおよびファームウェアのダウンロード

関連マニュアル
Oracleの Sun Blade Storage Module M2に関連するドキュメントの一覧を次に示しま
す。これらのドキュメントとその他のサポートドキュメントは、次のWebサイトで
入手できます。

http://docs.sun.com/app/docs/prod/blade.storm2#hic

マニュアル名 説明

Sun Blade Storage Module M2製品ドキュメント 検索と索引を含む、アスタリスク (*)の付いたす
べてのドキュメントの統合HTMLバージョン。

『Sun Blade Storage Module M2ご使用の手引き』 設定のクイックリファレンス。
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マニュアル名 説明

『Sun Blade Storage Module M2設置ガイド』* ストレージモジュールをブレードシャーシに取
り付ける方法、および動作 LEDを解釈する方
法。

『Sun Blade Storage Module M2ご使用にあ
たって』*

ストレージモジュールに関する重要な最新情
報。

『Sun Blade Storage Module M2管理ガイド』* ホストにストレージを割り当てる方法、および
ストレージモジュールを管理する方法。

『Sun Blade Storage Module M2サービスマニュア
ル』*

ストレージモジュールのサービスと保守の方
法。

『Sun Blade Storage Module M2 Safety and
Compliance Guide』

ストレージモジュールの安全性および適合性に
関する情報。

これらのドキュメントの一部については、前述のWebサイトで簡体字中国語、韓国
語、日本語、フランス語、スペイン語の翻訳版が入手可能です。英語版は頻繁に改
訂されており、翻訳版よりも最新の情報が記載されています。

このドキュメントについて (PDFおよびHTML)
このドキュメントセットは、PDFおよびHTMLの両形式で利用できます。情報は (オ
ンラインヘルプと同様の)トピック単位の形式で提供されるので、章、付録、節など
の番号はありません。

ドキュメントに対するご意見
製品ドキュメントの品質向上のため、お客様のご意見、ご要望をお受けしておりま
す。コメントは、次のWebサイトで「Feedback [+]」のリンクをクリックしてお送り
ください。http://docs.sun.com

変更履歴
次の一覧はこのドキュメントセットのリリース履歴です。

■ 2010年 7月、初版発行。
■ 2010年 8月、Sun Blade Storage Module M2ソフトウェアリリース 1.0.1についての情
報を追加。これには、Sun Storage 6Gb SAS REM HBA (SGX-SAS6-REM-Z)を備えた
Sun Blade X6270 M2サーバーモジュールのストレージモジュールへの接続のサ
ポートが含まれます。

このドキュメントについて (PDFおよびHTML)
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ストレージのホストへの割り当て

サーバーが Sun Blade Storage Module M2を認識できるようにするには、シャーシ監視
モジュール (Chassis Monitoring Module、CMM)の Integrated Lights Out Manager (ILOM)
の機能である、ブレードシャーシの Sun Blade Zone Managerを使用して、各ホスト
ベースでストレージを割り当てます。この節では、ブレードシャーシ内のサポート
対象のホストにストレージモジュールのストレージを割り当てる方法について説明
します。この節のトピックは次のとおりです。

■ 7ページの「シャーシの SAS–2ドメインへの SASデバイスのアクセス」
■ 9ページの「Sun Blade Zone Managerを使用した、ストレージモジュールのリ
ソースへのホストアクセス」

■ 12ページの「システム要件」
■ 12ページの「CMM ILOMのWebインタフェースを使用してストレージをホスト
に割り当てる方法」

■ 30ページの「CMM ILOMのCLIを使用してストレージをホストに割り当てる方
法」

シャーシの SAS–2ドメインへの SASデバイスのアクセス
シャーシ内部の SAS-2ドメインは、CMMによって管理されます。CMM
は、シャーシのミッドプレーンに接続されている SASデバイス (NEM、REM、スト
レージモジュールなど)を検出し、次のようにして SAS-2ドメインへのアクセスを許
可します。

■ SAS-2ドメインを確立するためには、シャーシに SAS-2 NEMが 1つ以上取り付け
られている必要があります。SAS-1 NEMは取り付けないでください。

■ サポート対象の SAS-2デバイス (SAS-2 REM、Sun Blade Storage Module M2など)の
みがアクセスを許可されます。

■ SAS-1デバイス (SAS-1 REM、Sun Blade 6000ディスクモジュール (SAS-1デバイス)
など)は、アクセスを拒否されます。ただし、SAS-1 REMが搭載された
サーバーモジュールは、その内部ディスク、シャーシの PCIe ExpressModule
(PEM)にはアクセスでき、SAS-2 NEMのネットワーク領域にもアクセスできま
す。
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注 – CMM ILOMは、SAS-1デバイスからシャーシの SAS-2ドメインへのアクセス
を拒否します。ただし、CMM ILOMは SAS-1デバイスを管理しません。

SASデバイスの SAS-2ドメインへのアクセスが許可されるかどうかは、CMMが
SAS-2 NEMと連携して判断します。SAS-2 NEMには 2つのコンポーネント (SASコン
ポーネントとネットワークコンポーネント)があります。

次の図に、シャーシ内の別々の SASコンポーネントに許可されているアクセスの例
を示します。SAS-1デバイスは SAS-2ドメインへのアクセスを許可されていないこと
に注意してください。

注 –次の例の SAS-1ディスクブレードには、シャーシ内のどのサーバーモジュールか
らもアクセスできません。

SAS-1デバイスは SAS-2ドメインに参加できませんが、ネットワーク領域は影響を受
けません。それでも、SAS-1デバイスが搭載されているサーバーモジュールは、次の
図に示すように、SAS–2 NEMのネットワークコンポーネントにアクセスできます。

シャーシの SAS–2ドメインへの SASデバイスのアクセス
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関連項目:

■ 9ページの「Sun Blade Zone Managerを使用した、ストレージモジュールのリ
ソースへのホストアクセス」

Sun Blade Zone Managerを使用した、ストレージモ
ジュールのリソースへのホストアクセス

Sun Blade Storage Module M2のリソースにアクセスするには、まず、シャーシの
SAS-2ドメインへの参加をコンポーネントに許可します (7ページの「シャーシの
SAS–2ドメインへの SASデバイスのアクセス」を参照)。次に、ストレージモ
ジュールのリソース (ディスクおよび FMod)を、シャーシ内の特定のサーバーモ
ジュールに割り当てます。SAS-2でこの操作を行うには、CMM ILOMの Sun Blade
Zone Manager機能を使用します。

Sun Blade Zone Managerを使用すると、ホストサーバーモジュールおよびアクセス可
能なストレージモジュールのリソース (ドライブおよび FMod)を含むゾーングループ
を定義することができます。

注 –ストレージモジュールのリソースのホスト単位の割り当てが完了するま
で、シャーシ内のサーバーモジュールは、ストレージモジュールのドライブまたは
FModを認識しません。

Sun Blade Zone Managerを使用した、ストレージモジュールのリソースへのホストアクセス
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注 – FModはこのリリースではサポートされません。

ゾーン機能の例を次に示します。

■ すべてのストレージを 1つのホストに割り当てます。
■ モジュール内のストレージを複数のホストで分割します。各ホストは、割り当て
られたストレージの排他的所有権を持ちます。

■ 複数のストレージモジュールにまたがるストレージを複数のホストで分割しま
す。各ホストは、複数のストレージモジュールにまたがって割り当てられたリ
ソースの排他的所有権を持ちます。

■ 2つのホストで同じストレージを共有します。ストレージへのホストアクセスを
同期させるために特殊なソフトウェアを使用する特定のシナリオ (クラスタ化な
ど)では、この機能のみがサポートされます。このドキュメントのリリース時点
では、2つのホストで同じストレージを共有することはできません。

注 – Sun Blade Zone Managerを使用したストレージモジュールのリソースの割り当て
は、サーバーモジュールの内部ディスクには適用されません。この割り当てが適用
されるのは、シャーシの SAS-2ドメインレベル (ストレージモジュール、SAS-2 NEM
の外部 SASポートなど)だけです。このドキュメントのリリース時点では、外部 SAS
ストレージを SAS-NEMの外部 SASポートに接続することはできません。外部 SAS
ポートのサポートに関する最新情報については、NEMの『ご使用にあたって』を参
照してください。

次の図に、CMMの Sun Blade Zone Managerインタフェースを使用した、ホストから
ストレージへの割り当ての一般的な例を示します。ゾーングループの情報は色分け
されており、割り当て済みのストレージはホストの色と同じになっていることに注
意してください。

Sun Blade Zone Managerを使用した、ストレージモジュールのリソースへのホストアクセス
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CMMの Sun Blade Zoning Managerインタフェースによって構成が保存されると、ホ
ストREMで、割り当てられているすべてのストレージを認識 (検出)できるようにな
ります。割り当て済みのゾーン内のドライブと FModは、ホストに対する個別の物理
ドライブとして表示されます。

注 – Sun Blade Zone Managerの構成は、ホストからストレージへのアクセスにのみ影響
し、ディスクに保存されている実際のデータには影響しません。これらの構成
は、CMM ILOMのバックアップを実行したときに、CMM ILOMの情報とともに保存
されます。ホストからストレージへの構成が失われた場合にその構成を復元するに
は、CMM ILOMの構成のバックアップを復元します。

関連項目:
■ 12ページの「システム要件」
■ 12ページの「CMM ILOMのWebインタフェースを使用してストレージをホスト
に割り当てる方法」

■ 30ページの「CMM ILOMのCLIを使用してストレージをホストに割り当てる方
法」

Sun Blade Zone Managerを使用した、ストレージモジュールのリソースへのホストアクセス
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システム要件
■ Sun Blade 6000モジュラーシステムには、PCIe 2.0準拠のミッドプレーンを搭載し
てください。これを確認する方法の詳細は、『Sun Blade 6000 Modular System
Product Notes』を参照してください。

■ Sun Blade 6000モジュラーシステムには、Sun Blade Storage Manager M2とそれを使
用するサーバーをサポートするCMM ILOMファームウェアを搭載してくださ
い。SAS-2およびCMM ILOMの Sun Blade Zone Managerをサポートするのに最低
限必要なCMM ILOMファームウェアのリストについては、『Sun Blade Storage
Module M2ご使用にあたって』の「サポートされているファームウェア、ハード
ウェア、およびソフトウェア」を参照してください。最新のファームウェア
は、http://www.oracle.com/goto/bladesからダウンロードできます。

■ SAS-2のサポート対象のコンポーネント (SAS-2 REM、SAS-2 NEM、および SAS-2
ストレージモジュールが搭載されたサーバーモジュール)は、事前に取り付けて
おいてください。

■ SAS-2 NEMは、ゾーン機能をサポートしているファームウェアバージョンレベル
にしてください。バージョン情報および利用可能な更新については、NEMの『ご
使用にあたって』を確認してください。

■ CMM ILOMの初期設定と構成、および接続方法 (WebブラウザまたはCLI)の計画
は、事前に行っておいてください。詳細は、『Oracle Integrated Lights Out Manager
(ILOM) 3.0 Getting Started Guide』を参照してください。

ストレージモジュールのリソースをホストに割り当てる方法については、次のト
ピックを参照してください。

■ 12ページの「CMM ILOMのWebインタフェースを使用してストレージをホスト
に割り当てる方法」

■ 30ページの「CMM ILOMのCLIを使用してストレージをホストに割り当てる方
法」

▼ CMM ILOMのWebインタフェースを使用してストレージをホスト
に割り当てる方法
■ ストレージリソースをホストに割り当てるには、シャーシの電源を投入して、す
べての SAS-2デバイス (ホスト、NEM、およびストレージモジュール)を実行して
ください。

始める前に

システム要件
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注 –すべての SAS-2デバイスの電源を投入してから、それらのデバイスがCMMで
認識されるまでに、5分ほど待機しなければならない場合があります。その
後、ストレージモジュールのリソースを割り当てられるようになります。この間
に、CMM zmgtdデーモンで検出された新しいデバイスが SAS-2ファブリックに統
合されます。

■ これらの手順は、CMM ILOMにネットワーク接続していることを前提としていま
す。

■ これらの手順では、Sun Blade Zone Managerを使用して、ホストからストレージへ
の割り当てを初期設定または追加する方法について説明します。CMM ILOMの
Sun Blade Zone Manager機能の詳細な使用方法については、『Oracle Integrated
Lights Out Manager (ILOM) CMM Administration Guide for Sun Blade 6000 and 6048
Modular Systems』を参照してください。

Webブラウザを開き、次のURLを入力してCMM ILOMにログインします。

http://chassis_sp_ipaddress/

chassis_sp_ipaddressは、シャーシのサービスプロセッサの IPアドレスです。

ILOMログインページが表示されます。

ログインします。

管理者権限を持つアカウントを使用してログインする必要があります。

1

2

システム要件
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「Chassis View」ページが表示されます。

注 –左の区画には、取り付けられているサーバーブレードが一覧表示されます。スト
レージモジュールは表示されません。これは、CMM ILOMがストレージモジュール
の Integrated Lights Out Management機能を制御しているためです。

システム要件
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左の区画で「CMM」をクリックし、「System Information」タブをクリックしま
す。「Overview」サブタブで、CMM ILOMファームウェアのバージョンがゾーン機能
をサポートするのに最低限必要なバージョンであることを確認します。

12ページの「システム要件」を参照してください。ファームウェアのバージョンが
最低限必要なバージョンでない場合は、続行する前にCMM ILOMファームウェアを
更新してください。

3
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左の区画で「CMM」を選択し、「Storage」タブをクリックします。

SASの「Zoning」サブページが表示されます。
4
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「Enabled」チェックボックスをチェックして「Save」ボタンをクリックし、Sun
Blade Zone Managerを有効にします。

ゾーン機能のオプションが表示されます。これで、Sun Blade Zone Managerを使用し
たゾーン設定の作成、表示、および管理が可能になります。

Sun Blade Zone Managerを使用してホストからストレージへのアクセスを構成するに
は、次のいずれかの方法を選択します。

■ Quick Setupツールを使用するWhole Chassis Setup。

ホストからストレージへの既存の割り当てがシャーシ内に存在しない場合、また
は既存の割り当てをすべて消去して構成し直す場合は、この方法を使用しま
す。Quick Setupでは、最適化された自動テンプレートを使用して割り当てを構成
することができます。手順 7に進みます。

■ Detailed Setupツールを使用する Full Resource Control。

ホストからストレージへの割り当てをカスタマイズする場合の制御を向上させた
い場合、またはストレージを追加または変更するシャーシに既存の割り当てが存
在する場合は、この方法を使用します。手順 8に進みます。

5

6
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Whole Chassis Setupを実行するには、次の手順を実行します。

a. 「Sun Blade Zone Manager」セクションで、「Whole Chassis Setup」の「Quick
Setup」ボタンをクリックします。

Quick Setupには、ホストからストレージへの割り当てを必要に応じて最適化する
ための、自動化された使いやすいテンプレートが用意されています。ストレージ
リソースをシャーシ内ではじめて割り当てる場合 (ほかに割り当てが設定されて
いない場合)は、Quick Setupを使用するようにしてください。

注意 – Quick Setupのテンプレートを使用すると、既存の割り当てが上書きされま
す。ホストからストレージへのアクセスをはじめて構成する場合、または割り当
てをすべて消去して構成し直す場合は、Quick Setupを使用することをお勧めしま
す。

注 – Quick Setupを使用して、ホストからストレージへの初期の割り当てを作成す
ると、Full Resource Controlを使用して、後で割り当てを変更することができま
す。CMMの Sun Blade Zone Managerの詳細な使用方法については、『Oracle
Integrated Lights Out Manager (ILOM) CMM Administration Guide for Sun Blade 6000
and 6048 Modular Systems』を参照してください。

7
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シャーシコンポーネントのダイアグラムが表示されます。

注 – CMM ILOMのWebインタフェースにおける HDDという用語は、ハードディス
クドライブまたは半導体ドライブがスロット内に存在するかどうかにかかわら
ず、HDDの物理スロットを表します。

b. ラジオボタンをクリックして、次のように、ゾーン作成テンプレートのいずれか
を適用します。

■ オプション 1:ディスクごとに割り当てる。このオプションでは、ラウンドロ
ビンアルゴリズムを使用して、ディスクをホストに割り当てます。ディスクの
所有権は、使用可能なストレージモジュールで均等に分配されます。このオプ
ションは耐障害性として最適で、単一のストレージモジュールで障害が発生し
たり、ストレージモジュールが 1つだけ取り外されたりしても、RAIDボ
リュームはダウンしません。
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■ オプション 2:隣接するディスクごとに割り当てる。このオプションで
は、サーバーを検索 (スロット 0から開始)して、最も近いストレージモ
ジュールから同数のディスクを割り当てます。すべてのサーバーが、隣接する
ディスクの数にできるだけ近付くように割り当てられます。

■ オプション 3:ストレージブレードごとに割り当てる。このオプションで
は、サーバーを検索 (スロット 0から開始)して、使用可能な最も近いスト
レージモジュールを割り当てます。たとえば、7つのサーバーと 3つのスト
レージモジュールがある場合、最初の 3つのサーバーのみにストレージモ
ジュールが割り当てられます。

■ オプション 4:隣接するストレージブレードごとに割り当てる。このオプ
ションでは、隣接するスロットにストレージモジュールが搭載されている
サーバーを検索して、サーバーごとにストレージを割り当てます。隣接するス
ロットにストレージモジュールが搭載されていないサーバーには、ストレージ
が割り当てられません。

注 –各テンプレートオプションを試して、そのテンプレートが自分のニーズに
合っているかどうかを確認することができます。「Save」ボタンをクリックする
まで、構成は保存されません。
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次に、オプション 1の例を示します。

c. 警告ダイアログボックスで「OK」をクリックします。

d. 準備ができたら、「Save」ボタンをクリックします。

ホストからストレージへの割り当てが保存されます。リソースが正常に割り当て
られたことを示す緑色のチェックマークによって進捗状態が示されます。ウィン
ドウの下部にスクロールして、「Pending Assignments」の表を表示することでも
詳細を確認できます。処理が完了するまで、「Quick Setup」ウィンドウを閉じな
いでください。ストレージデバイスとサーバーの数によっては、この処理に最大
15分かかることがあります。

注意 –保存操作中には、ゾーン構成の一部として指定されているコンポーネント
に対してホットプラグ操作や電源の切断操作を行わないことが重要です。
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注 –すべての割り当てが完全に保存される前に「Quick Setup」ウィンドウが閉じ
られた場合、緑色のチェックマークが付いているデバイスの割り当てのみが保存
されます。この場合、「Zoning」ページに戻って、「Full Resource
Control」の「Detailed Setup」をクリックし、ホストに割り当てられていないデ
バイスの割り当てを終了する必要があります。
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e. 構成の保存が完了したら、「Set Complete」ダイアログボックスで「OK」をク
リックします。

これにより、CMM内でのホストからストレージへの新しい割り当てと、SASド
メインエクスパンダが保存されます。

f. 「Quick Setup」ウィンドウを閉じます。

割り当ての保存が完了したら、次に、CMM ILOM構成のバックアップコピーを作
成して、割り当てが失われた場合に、保存したCMM ILOM構成を復元すること
によって割り当てを回復できるようにします。

手順 9に進みます。
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既存のゾーン構成にストレージを追加するには、次を実行します。

a. 「Full Resource Control」の「Detailed Setup」ボタンをクリックします。

シャーシコンポーネントのダイアグラムが表示されます。この例では、FModス
トレージがストレージモジュールに追加されています。このストレージがホスト
から認識されるようにするには、既存のゾーングループに追加するか、ホストか
らストレージへの新しいグループの一部にします。

この例では、新しい未割り当ての FModストレージ [2]が、既存のホスト [1]の
ゾーングループに追加されます。

8
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b. 変更するゾーングループのホストをクリックします。

選択されたホスト [1]と、そのホストに現在割り当てられているすべてのスト
レージの輪郭が、薄いグレーで強調表示されます。
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c. 「Modify Group」ボタンをクリックします。

変更モードでは、選択されたホストと、そのホストに現在割り当てられているす
べてのストレージの輪郭が、濃いグレーで強調表示されます。
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d. ここで、ゾーングループに追加する未割り当てのストレージをクリックします。

現在のゾーングループに割り当てるために選択された各ストレージデバイス [2]
の輪郭が明るい緑色で強調表示されます。

e. 操作が完了したら、「Save」ボタンをクリックします。
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f. 警告ダイアログボックスで「OK」をクリックします。

選択されたストレージが現在のゾーングループに追加されます。緑色のチェック
マークによって進捗状態が示されます。

注 –ゾーン構成が完全に保存される前にゾーン機能のウィンドウが閉じられた場
合、緑色のチェックマークが付いているデバイスの構成の割り当てのみが保存さ
れます。この場合、「SAS Zoning Settings」ページに戻って、「Full Resource
Control」の「Manage Zoning」をクリックし、ホストに割り当てられていないデ
バイスの構成を終了する必要があります。
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g. 構成の保存が完了したら、「Set Complete」ダイアログボックスで「OK」をク
リックします。

これにより、CMM内の新しいゾーン構成と、ストレージモジュールの SASエク
スパンダが保存されます。

h. 「Manage Zoning」ウィンドウを閉じます。

ゾーン構成の保存が完了したら、バックアップを作成して、ゾーン構成が失われ
た場合に現在のゾーン構成を復元できるようにしてください。

CMM ILOM構成をバックアップファイルに保存します。CMMの「Maintenance」タブ
をクリックします。

CMMの保守に関するサブタブが表示されます。

9
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「Backup/Restore」タブをクリックします。

「Backup/Restore」ページが表示されます。

「Operation」ドロップダウンリストから「Backup」を選択します。

ページの情報を入力して、バックアップファイルを作成します。ILOM
の「Backup/Restore」の詳細な使用方法については、『Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.0 Web Interface Procedures Guide』を参照してください。

CMM ILOM構成のバックアップが完了したら、ホストに移動して、ホストに割り当
てられているディスクのボリュームをフォーマットおよび作成します。

■ 30ページの「CMM ILOMのCLIを使用してストレージをホストに割り当てる方
法」

■ 39ページの「ストレージの管理」

▼ CMM ILOMのCLIを使用してストレージをホストに割り当てる方
法
■ すべての SAS-2デバイス (ホスト、NEM、およびストレージモジュール)が正しく
検出され、ゾーン構成で使用できるようにするには、電源を投入して、正常に動
作させます。

10

11

参照

始める前に
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注 –すべての SAS-2デバイスの電源を投入してから、ストレージモジュールのリ
ソースの割り当てを行うまでには、5分以上待機します。こうすることによ
り、CMM zmgtdデーモンが、シャーシに取り付けられているすべての SAS-2デバ
イスを検出できるようになります。

■ これらの手順は、CMM ILOMにネットワーク接続していることを前提としていま
す。

■ Admin、User Management、Console、Reset and Host Control、およびRead Onlyの役
割 (a、u、c、r、o)が割り当てられているユーザーとして、CMM ILOMのCLIに
ログインする必要があります。CMM ILOM構成の完全なバックアップを実行する
ためには、これらの役割が必要です。

端末ウィンドウを開き、次のコマンドを入力してCMMへの SSH接続を確立します。

# ssh –l accountname cmm_ip

accountnameは、管理者権限 (rootなど)を持つユーザーアカウントの名前で
す。cmm_ipは、CMMの IPアドレスです。

ログインプロンプトが表示されます。

ログインします。

次に例を示します。

/hostname/login: accountname

password: yourpassword

正常にログインすると、次のプロンプトが表示されます。

–>

次のコマンドを入力して、CMM ILOMファームウェアのバージョンがゾーン作成に必
要な最低限のバージョン (12ページの「システム要件」を参照)であることを確認し
ます。

–> version

出力は次のようになります。

version SP firmware version: 3.0.10.15.a

SP firmware build number: 201022

SP firmware date: Mon Mar 29 10:39:46 EST 2010

SP filesystem version: 0.1.9

ファームウェアのバージョンが最低限必要なバージョンでない場合は、続行する前
にCMM ILOMファームウェアを更新してください。

1

2

3
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次のコマンドを入力して、sas_zoningディレクトリに移動します。
–> cd /STORAGE/sas_zoning/

次のコマンドを入力して、sas_zoningが有効になっているかどうかを確認します。
–> show

出力は次のようになります。
/STORAGE/sas_zoning

Targets:

Properties:

zone_management_state = disabled

reset_password_action = (Cannot show property)

reset_access_action = (Cannot show property)

Commands:

cd

set

show

->

zone_management_state = disabled の場合、次のように入力して、ゾーン機能を有効
にします。
–> set zone_management_state=enabled

警告が表示され、ゾーン機能を有効にするかどうかを尋ねられるので、yを入力しま
す。
********* WARNING *********

Enabling CMM zone management will result in the clearing of all zoning

configuration in the installed chassis SAS hardware, and any SAS I/O

in progress will be interrupted.

Are you sure you want to enable CMM zone management (y/n)? y

Set ’zone_management_state’ to ’enabled’

->

次のように入力して、SAS-2サーバーモジュール、NEM、およびストレージモ
ジュールを特定します。
–> show –level all

シャーシ内のすべてのブレードおよび SAS-2ドメインのストレージリソースのリス
トが表示されます。デバイスとホストの場所をメモして、ストレージリソースの分
割方法を決定します。次の例で、リストの解釈の仕方について説明します。

■ 最初のリストの例は、シャーシ (ブレードおよびNEM)内の実際の状態を示して
います。BL番号およびNEM番号は、シャーシ内の物理スロット番号を表してい
ます。空のシャーシブレードのスロットは表示されません。

/STORAGE/sas_zoning

Targets:

4

5

6

7

システム要件

Sun Blade Storage Module M2管理ガイド • 2010年 8月、Revision A32



BL0

BL1

BL2

BL3

BL4

BL5

BL6

BL7

BL8

BL9

NEM0

NEM1

Properties:

zone_management_state = enabled

reset_password_action = (Cannot show property)

reset_access_action = (Cannot show property)

■ 次の例は、ホストブレードのリストです。

/STORAGE/sas_zoning/BL0

Targets:

Properties:

add_storage_access = (Cannot show property)

remove_storage_access = (Cannot show property)

注 –サーバーモジュールの内部にあるストレージ、またはサーバーのPCIe
ExpressModuleアクセサリスロットに接続されているストレージは表示されませ
ん。そのため、CMM ILOMユーティリティーを使用して、これらのストレージの
ゾーンを作成することはできません。

■ 次の例は、ストレージモジュールのリストです。FMod番号およびHDD番号
は、ストレージモジュール内の物理スロット番号を表しています。空のHDDま
たは FModのスロットは表示されません。

注 – HDDは、機械式ディスクドライブまたは半導体ディスクドライブに使用されま
す。

/STORAGE/sas_zoning/BL2

Targets:

FMOD0

FMOD1

FMOD2

FMOD3

FMOD4

HDD0

HDD1

HDD2

HDD3

HDD4

HDD5

HDD6
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HDD7

Properties:

■ 次の例は、ストレージモジュールの FModのリストです。

/STORAGE/sas_zoning/BL2/FMOD0

Targets:

Properties:

type = Flash Mini-Disk

disk_type = SAS

wwn = 0x5000c50003d3a34d, 0x5000c50003d3a34e

sas_speed = 3.0 Gbps

add_host_access = (Cannot show property)

remove_host_access = (Cannot show property)

■ 次の例は、ストレージモジュールのハードディスクドライブのリストです。

/STORAGE/sas_zoning/BL2/HDD0

Targets:

Properties:

type = Hard Disk

disk_type = SAS

wwn = 0x5000c50003d3a765, 0x5000c50003d3a766

sas_speed = 6.0 Gbps

add_host_access = (Cannot show property)

remove_host_access = (Cannot show property)

■ 次の例は、NEMのリストです。NEM番号は、シャーシ内の物理NEMスロット番
号を表しています。

/STORAGE/sas_zoning/NEM0

Targets:

SAS

Properties:

■ 次の例は、SAS-NEMの外部 SASポートのリストです。

/STORAGE/sas_zoning/NEM0/SAS

Targets:

PORT0

PORT1

PORT2

PORT3

Properties:

■ 次の例は、SAS-NEMのいずれかの外部ポートのリストです。PORT番号は、外部
の物理 SAS-NEMポートのラベル付けを表しています。

/STORAGE/sas_zoning/NEM0/SAS/PORT0

Targets:

Properties:

connected = false

wwn = (none)

sas_speed = (none)

add_host_access = (Cannot show property)

remove_host_access = (Cannot show property)
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注 –このドキュメントのリリース時点では、外部 SASストレージを SAS-NEMの外
部 SASポートに接続することはできません。外部 SASポートのサポートに関する
最新情報については、NEMの『ご使用にあたって』を参照してください。

ストレージをホストに割り当てます。割り当ては、各ストレージデバイスに対して
行います。次の例に示されている方法を選択してください。

注 –アクセスは相互に割り当てることができます。つまり、ストレージデバイスをホ
ストに割り当てることも、ホストをストレージデバイスに割り当てることもできま
す。どちらも結果は同じになります。

■ 方法 1:ストレージモジュールデバイスをサーバーモジュールに割り当てるコマン
ドの例を次に示します。

cd STORAGE/sas_zoning/BL0 cdコマンドを使用して、ストレージを
割り当てるホストサーバーモジュール
にアクセスします。

set add_storage_access=/CH/BL2/HDD0 ブレードスロット 2のストレージモ
ジュールのHDD0を現在のホストに割
り当てます。

set add_storage_access=/CH/BL2/FMOD0 ブレードスロット 2のストレージモ
ジュールの FMOD0を現在のホストに割
り当てます。

set add_storage_access=/CH/BL2/HDD0,/CH/BL2/FMOD0 または、単一のコマンド行で複数のデ
バイスを割り当てます。デバイスへの
フルパスを使用し、各デバイスをコン
マで区切ります (スペースは入れない)。

show

/STORAGE/sas_zoning/BL0

Targets:

0 (/CH/BL2/HDD0)

1 (/CH/BL2/FMOD0)

showコマンドを使用して、現在のホス
トに割り当てられたデバイスを確認し
ます。

■ 方法 2:サーバーモジュールをストレージモジュールデバイスに割り当てるコマン
ドの例を次に示します。

cd /STORAGE/sas_zoning/BL2/HDD0 cdコマンドを使用して、ストレージモ
ジュールデバイス (HDD0)にアクセスしま
す。

8
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set add_host_access=/CH/BL0 ストレージモジュールの現在のデバイス
(HDD0)をブレードスロット 0のホストに割り
当てます。

show

/STORAGE/sas_zoning/BL2/HDD0

Targets:

0 (/CH/BL0)

showコマンドを使用して、現在のデバイスの
割り当てを確認します。

cd /STORAGE/sas_zoning/BL2/FMOD0 cdコマンドを使用して、ストレージモ
ジュールデバイス (FMOD0)にアクセスしま
す。

set add_host_access=/CH/BL0 ストレージモジュールの現在のデバイス
(FMOD0)をブレードスロット 0のホストに割
り当てます。

show

/STORAGE/sas_zoning/BL2/FMOD0

Targets:

1 (/CH/BL0)

showコマンドを使用して、現在のデバイスの
割り当てを確認します。

ストレージを削除するには、上記の方法を使用し、add_storage_accessコマンドま
たは add_host_accessコマンドを remove_storage_accessまたは remove_host_access

に変更します。

CMM ILOM構成をバックアップファイルに保存します。/SP/configディレクトリに移動
します。

-> cd /SP/config

機密性のあるデータ (パスワード、SSHキー、証明書など)をバックアップする場合
は、パスフレーズを指定する必要があります。

-> set passphrase=passphrase

バックアップ操作を開始するには、次のコマンドを入力します。

-> set dump_uri= transfer_method:// username:password@ipaddress_or_hostname/
directorypath/filename.config

各エントリの内容は次のとおりです。

■ transfer_methodには、tftp、ftp、sftp、scp、http、または httpsを指定できます。
■ usernameは、リモートシステムのユーザーアカウントの名前です。(username
は、scp、sftp、および ftpの場合に必要です。usernameはTFTPには使用しませ
ん。また、HTTPとHTTPSの場合は任意です。)

9
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■ passwordは、リモートシステムのユーザーアカウントのパスワードで
す。(passwordは SCP、SFTP、および FTPの場合に必要です。passwordはTFTPに
は使用しません。また、HTTPとHTTPSの場合は任意です。)

■ ipaddress_or_hostnameは、リモートシステムの IPアドレスまたはホスト名です。
■ directorypathは、リモートシステムのストレージの場所です。
■ filenameは、バックアップファイルに割り当てられている名前です。

ILOMの「Backup/Restore」の詳細な使用方法については、『Oracle Integrated Lights
Out Manager (ILOM) 3.0 CLI Procedures Guide』を参照してください。

CMM ILOM構成のバックアップが完了したら、ホストに移動して、ホストに割り当
てられているディスクのボリュームをフォーマットおよび作成します。

■ 12ページの「CMM ILOMのWebインタフェースを使用してストレージをホスト
に割り当てる方法」

■ 39ページの「ストレージの管理」

参照

システム要件
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ストレージの管理

ストレージモジュールの管理は、ディスク管理と格納装置管理の 2つのレベルで行
います。

■ ディスク管理には、ボリュームやディスクスペアの作成、ログに記録された
ディスクエラーの表示、ディスクのマウントとアンマウント、および障害のある
ディスクの交換を行うために、サーバーのRAID拡張モジュール (RAID Expansion
Module、REM)ユーティリティーを使用して実行されるタスクが含まれます。

■ 格納装置管理には、ホストベースストレージのゾーン機能の構成、モジュール
ファームウェアのアップグレード、モジュールの状態の監視、FRU情報の取
得、およびストレージモジュールのリセットの実行を行うために、シャーシ監視
モジュール (Chassis Monitoring Module、CMM)を使用して実行されるタスクが含
まれます。

REM管理ソフトウェアが SESをサポートする場合、ディスク管理機能に加えて、モ
ジュールの状態 (温度、電圧、ESM、LED)、FRU情報などの格納装置管理機能も使用
できる場合があります。

この節で説明するトピックは次のとおりです。

■ 39ページの「管理用語の定義」
■ 41ページの「ストレージモジュールの管理の概要」
■ 41ページの「CMM ILOMを使用した管理オプション」
■ 42ページの「Sun Storage 6Gb SAS REM RAID HBA (SGX-SAS6-R-REM-Z)を使用し
た管理オプション」

■ 44ページの「Sun Storage 6Gb SAS REM HBA (SGX-SAS6-REM-Z)を使用した管理オ
プション」

管理用語の定義
この節で使用されるいくつかの用語は、ストレージモジュールの管理について理解
を深めるために熟知しておく必要があります。

帯域内 帯域内管理では、管理トラフィック用にホストおよびスト
レージデバイス間の一次データパス (SASリンク)を使用しま
す。
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帯域外 帯域外管理は、ホストおよびストレージデバイス間の一次
データパスを除く Ethernetネットワーク上で行われます。ほ
かの種類の帯域外管理には、CMM ILOMを使用してモ
ジュールファームウェアのアップグレードなどのタスクを
実行することや、モジュールの LEDインジケータを使用し
たコンポーネント障害分離などがあります。

SES SCSI Enclosure Services。SESは、SAS格納装置に取り付けら
れた SCSI以外のコンポーネントの状態 (電圧、温度セン
サー、モジュールインジケータなど)の管理および検知のほ
か、電源の投入/切断、またはモジュール LEDの点灯にも使
用されるコマンドセットです。SESをサポートする管理ソフ
トウェアを使用すると、帯域内の SAS接続を使用してスト
レージモジュールに対する監視やコマンドの実行を行うこ
とができます。SESプロセスはエクスパンダで動作し、管理
ソフトウェアから診断コマンドを実行します。Sun Blade
Storage Module M2は、SES-2をサポートしています。

SMP SMP (Serial Management Protocol)。SESのほかに、SMPでは管
理ソフトが SASリンクを介して帯域内でストレージモ
ジュール管理機能を実行できます。ゾーン機能、ハード
ディスクおよびシャーシの LED、温度および電圧のセン
サーを含む、ストレージモジュールの管理を提供します。

ポーリング コンポーネントの状態の更新が管理クライアントに送られ
る時間間隔。

警告 (またはイベント) ハードディスク、格納装置の温度などのデバイスの状態の
変化。警告には重要度が含まれ、情報、非クリティカ
ル、クリティカル、および回復不可能なデバイスステータ
スを表します。警告は管理クライアントに表示され、電子
メールで警告通知を受信する場合もあります。

FRU 現場交換可能ユニット。これらは、障害の監視対象にでき
る、ハードディスクドライブ、FModなどの交換可能な部品
です。これらの部品は、障害が発生した場合に交換できま
す。ストレージモジュール自体を除くすべての FRUは、顧
客交換可能ユニット (CRU)でもあります。

ディスク管理 ボリュームの作成、ログに記録されたディスクエラーの表
示、ディスクのマウントとアンマウント、障害のある
ディスクの交換を行うためにREMを使用して実行されるタ
スク。

格納装置管理 ホストベースのゾーン機能の構成、ストレージモジュール
の状態の監視、FRU情報の取得、ファームウェアの更
新、およびモジュールのリセットを行うためにCMMを使用
して実行されるタスク。

管理用語の定義
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ストレージモジュールの管理の概要
Sun Blade Storage Module M2は、一連の強力な格納装置管理機能をサポートしていま
す。これらの機能には、SES-2 (SCSI Enclosure Services)および SMP (Serial Management
Protocol)をサポートするCMMまたは管理クライアントからアクセスできます。これ
らの機能の一部または全部は、CMMの Sun Blade Zone Manager機能、または LSI
MegaRAID Storage Managerソフトウェアなどのサポート対象の管理ソフトウェアを通
じて使用できます。これらの機能を使用すると、システム管理者は次のことができ
ます。

■ ストレージモジュールの状態の監視 (オンライン/オフラインの状態、コンポーネ
ントの健全性)

■ ストレージモジュールの環境状態 (電圧および温度)の変化に対する警告
■ ストレージモジュールコンポーネントの特定および検出
■ ハードディスク、FMod、および ESM (エネルギーストレージモジュール)の現場
交換可能ユニット (FRU)の識別および状態の取得

■ ハードディスクの取り外し準備
■ ストレージモジュールのリセット
■ ストレージモジュールエクスパンダファームウェアのアップグレード
■ イベント警告の受信およびトラブルシューティングに役立つイベントログの表示

CMM ILOMを使用した管理オプション
Sun Blade 6000モジュラーシステムシャーシは、シャーシ管理モジュール (CMM)
Integrated Lights Out Manager (ILOM)と呼ばれるサービスプロセッサを搭載していま
す。CMM ILOMは、シャーシ内のコンポーネントの管理に使用されます。ソフト
ウェア、ブラウザベースのWebインタフェースとコマンド行インタフェースが含ま
れます。CMM ILOMを使用した管理オプションは次のとおりです。

オプション/タスク Webインタフェース CLI

ストレージのホストへの割り当
て (ゾーン機能)

X X

CMMおよびストレージの
ゾーン構成の保存/復元

X X

ストレージモジュールコン
ポーネントの状態の表示

X X

イベントの表示 (ストレージデ
バイス、ESM)

X X

CMM ILOMを使用した管理オプション
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オプション/タスク Webインタフェース CLI

ストレージモジュールエクスパ
ンダファームウェアのアップグ
レード

X X

ストレージモジュールの検出イ
ンジケータの設定

X X

ストレージモジュールのリ
セット

X X

CMMを使用してストレージモジュールのタスクを実行する方法については、次に示
すOracleのWebサイトにある『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) CMM
Administration Guide for Sun Blade 6000 and 6048 Modular Systems』を参照してくださ
い。

http://docs.sun.com/app/docs/prod/blade.6000mod

Sun Storage 6Gb SAS REM RAID HBA (SGX-SAS6-R-REM-Z)を
使用した管理オプション

Sun Storage 6Gb SAS REM RAID HBA (SGX-SAS6-R-REM-Z)は、LSI MegaRAID技術に基
づく SAS-2 RAID拡張モジュールです。LSI MegaRAID Storage Manager (MSM)ソフト
ウェア、コマンド行インタフェース (MegaCliまたは起動前の環境 pcliを使用)、およ
び BIOSベースのユーティリティー (WebBIOS構成ユーティリティー)が含まれま
す。基本的な管理オプションは次のとおりです (完全なリストについてはMegaRAID
ドキュメントを参照)。

オプション/タスク WebBIOS MSM CLI

RAID構成の作成/削除
(RAIDレベル
0、1、5、6、00、10、50、お
よび 60のサポート)

X X X

起動デバイスの設定 X X

コントローラ、バッテ
リ、格納装置、または
ドライブの変更状態の
表示

X X

ドライブの検出 X X X

異なるRAIDレベルへ
のストレージの移行

X X X

Sun Storage 6Gb SAS REM RAID HBA (SGX-SAS6-R-REM-Z)を使用した管理オプション
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オプション/タスク WebBIOS MSM CLI

異種構成のインポート
(既存の仮想ドライブを
再度アクティブにする
場合は下記の「注」を
参照)

X X X

REMファームウェアの
アップグレード

X X

構成のファイルへの保
存

X X

データ整合性の
チェック

X X X

ディスク暗号化セ
キュリティー

X X X

イベントの表示
(ディスクおよびスト
レージモジュールの電
圧/温度イベント)

X X X

コマンドスクリプト X

リモート管理 X X

注 – REMに障害が発生したもののドライブは正常な場合、同一の交換用REMを取り
付けて、既存の仮想ドライブの構成をインポートできます。既存の仮想ドライブの
インポートについては、71ページの「既存の仮想ドライブの交換用REMへのイン
ポート」を参照してください。

MegaRAID Storage Managementソフトウェアを使用してストレージモジュールのタス
クを実行する方法については、『LSI MegaRAID SAS Software User's Guide』を参照し
てください。このマニュアルは、次に示すURLの LSIサポートサイトで入手できま
す。

http://www.lsi.com/support/sun/

Sun Storage 6Gb SAS REM RAID HBA (SGX-SAS6-R-REM-Z)を使用した管理オプション
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Sun Storage 6Gb SAS REM HBA (SGX-SAS6-REM-Z)を使用し
た管理オプション

Sun Storage 6Gb SAS REM HBA (SGX-SAS6-REM-Z)は、LSI Fusion-MPT IR (Integrated
RAID)技術に基づく SAS-2 RAID拡張モジュールです。LSI MegaRAID Storage Manager
(MSM)ソフトウェア、コマンド行インタフェース (SAS2IRCUまたは BIOSベースの LSI
構成ユーティリティーを使用)が含まれます。基本的な管理オプションは次のとおり
です (完全なリストについてはMegaRAIDドキュメントを参照)。

オプション/タスク LSI BIOS構成 MSM CLI

RAID構成の作成/削除
(RAIDレベル 0、1、お
よび 10のサポート)

X X X

起動デバイスの設定 X

コントローラ、格納装
置、またはドライブの
変更状態の表示

X X 状態のみ表示

IRボリュームのアク
ティブ化 (既存の仮想
ドライブの再アク
ティブ化については下
記の「注」を参照)

X X

ドライブの検出 X X X

REMファームウェアの
アップグレード

X X (SAS2Flash)

構成のファイルへの保
存

X

データ整合性の
チェック

X X X

イベントの表示
(ディスクおよびスト
レージモジュールの電
圧/温度イベント)

X X X

コマンドスクリプト X

リモート管理 X X

Sun Storage 6Gb SAS REM HBA (SGX-SAS6-REM-Z)を使用した管理オプション
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注 – REMに障害が発生したもののドライブは正常な場合、同一の交換用REMを取り
付けて、既存の仮想ドライブの構成をインポートできます。既存の仮想ドライブの
インポートについては、71ページの「既存の仮想ドライブの交換用REMへのイン
ポート」を参照してください。

REM管理ソフトウェアを使用してストレージモジュールのタスクを実行する方法に
ついては、『LSI MegaRAID SAS Software User's Guide』を参照してください。このマ
ニュアルは、次に示すURLの LSIサポートサイトで入手できます。

http://www.lsi.com/support/sun/

Sun Storage 6Gb SAS REM HBA (SGX-SAS6-REM-Z)を使用した管理オプション
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保守とホットプラグ操作の実行

この節では、ストレージモジュールの保守とホットプラグ操作について説明しま
す。この章は、次の節で構成されています。

■ 47ページの「ホットプラグ操作の準備」
■ 48ページの「ホットプラグ操作と結果」
■ 59ページの「ゾーン構成の復元」
■ 64ページの「ストレージモジュールファームウェアのアップグレード」

ホットプラグ操作の準備
コンポーネントでホットプラグ操作を実行するときは、ホットプラグ操作を続行す
る前に、コンポーネントに対するすべての入出力動作が停止されていることを確認
します。停止されていないと、サービスが中断されたり、データが失われたりする
可能性があります。

ホットプラグ操作は、ストレージに関連する次のコンポーネントで実行できます。

■ ハードディスクドライブ。ホットプラグ操作を実行する前に、HBA管理ソフト
ウェアまたはOSユーティリティーを使用して、ストレージモジュールドライブ
を切り離し、オフラインにします。サポートされている場合は、ドライブを取り
外す準備ができると、ドライブの青色の取り外し準備完了 LEDが点灯します。

■ ストレージモジュール。ストレージモジュール内のすべてのドライブを一度に切
り離す方法はありません。ドライブと FModは、HBA管理ソフトウェアまたはOS
ユーティリティーを使用して個別に切り離す必要があります。予期しないデータ
損失を防ぐもっとも簡単な方法は、サーバーのダウンタイムを計画することで
す。

■ SAS–2 NEM。SAS-2 NEMを取り外すときにサービスが中断したり予期しない
データ損失が発生したりしないように、シャーシに 2つの SAS-2 NEMを取り付け
ておくことをお勧めします。また、サーバーでハードウェアRAIDソ
リューションを使用していない場合は、適切なマルチパスドライバがインス
トールされていることを確認してください。SAS-2 NEMでホットプラグ操作を実
行するための詳細な手順は、NEMのドキュメントに記載されています。

■ サーバーモジュール。サーバーモジュールの接続時の予期しないデータ損失を防
ぐもっとも安全な方法は、サーバーのダウンタイムを計画することです。
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注 –注意事項として、ホットプラグ操作を実行する前に必ずデータをバック
アップするようにしてください。また、最新のホストからストレージへの割り当
てのバックアップがCMM ILOM構成バックアップファイルに保存されているこ
とを確認してください (詳細は、7ページの「ストレージのホストへの割り当
て」を参照)。

ホットプラグ操作と結果
Sun Blade Storage Module M2の構成方法に関する情報は (SASエクスパンダに)内部的
に保存されているため、取り外しや交換の作業は、保存されているホストからスト
レージへのアクセス構成に影響する可能性があります。この節では、特定のホット
プラグ操作による影響と、操作を安全に実行するための方法について説明します。

注意 –ホットプラグ操作を実行するときは、ストレージモジュール、NEM、または
サーバーブレードの挿入や取り外しなど、シャーシの状態を変更する各操作がCMM
によって認識されるまで待つ必要があります。デバイスにもよりますが、認識され
るまでに 1～2分かかります。ホットプラグイベントに関する詳細情報は、CMM
ILOMイベントログに記録されます。イベントの表示方法については、87ページ
の「CMM ILOMイベントログの表示」を参照してください。

注 –シャーシにNEMが1つだけある場合は、NEM 0に取り付ける必要がありま
す。NEM 0にNEMが取り付けられていないシャーシの操作はサポートされていませ
ん。

次の表に、可能性のあるホットプラグ操作と、ストレージモジュールおよび各種
SASデバイスに対して予期される結果を示します。

操作 結果 ユーザーの操作

新しいストレージモジュールを
シャーシ内の空のスロットに挿
入する。

ストレージモジュールエクスパ
ンダの SASゾーン構成が削除さ
れます。今後、ストレージモ
ジュールを取り外して同じス
ロットに再挿入する場合に保存
済みの構成が変更されないよう
に、ストレージモジュールが自
動的にCMMに登録されます。

■ CMMゾーン機能
ユーティリティーを使用し
て、ストレージモジュール
のリソースを SAS-2
サーバーブレードに割り当
てます。

■ ホストREM管理ソフト
ウェアを使用して、仮想ド
ライブを構成します。

ホットプラグ操作と結果
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操作 結果 ユーザーの操作

ゾーン作成されたストレージモ
ジュールを取り外し、同じ
シャーシスロットに挿入する。

ストレージモジュールはすでに
CMMに登録されているた
め、ストレージモジュールの
ゾーン構成が変更されることは
ありません。

ホストREMで、ストレージモ
ジュールの仮想ドライブが異種
構成 (MegaRAID)または非アク
ティブ (Fusion-MPT IR)と識別
される可能性があります。異種
構成または非アクティブな構成
はREM管理ソフトウェアを使
用して復元できま
す。MegaRAIDの場合
は、『LSI MegaRAID SAS
Software User's Guide』に記載さ
れているインポート機能を使用
します。Fusion-MPT IRの場合
は、『LSI SAS2 Integrated RAID
User's Guide』に記載されている
アクティブ化機能を使用しま
す。

ホットプラグ操作と結果
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操作 結果 ユーザーの操作

ゾーン作成されたストレージモ
ジュールを取り外し、別の
シャーシスロットに挿入する。

シャーシへの挿入時に、スト
レージモジュールエクスパンダ
の SASゾーン構成が削除されま
す。今後、ストレージモ
ジュールを取り外して同じス
ロットに再挿入する場合に保存
済みの構成が変更されないよう
に、ストレージモジュールが自
動的にCMMに登録されます。

注 –既存のゾーン構成情報は削
除されますが、ストレージモ
ジュール内のディスクの実際の
データは保持されます。

■ CMM構成のバックアップ
からゾーン構成を復元しま
す。
—または—

■ CMMゾーン機能
ユーティリティーを使用し
て、ストレージモジュール
のリソースを SAS-2
サーバーブレードに再割り
当てします。

■ ホストREMで、スト
レージモジュールの仮想ド
ライブが異種構成
(MegaRAID)または非アク
ティブ (Fusion-MPT IR)と識
別される可能性がありま
す。異種構成または非アク
ティブな構成はREM管理
ソフトウェアを使用して復
元できます。MegaRAIDの
場合は、『LSI MegaRAID
SAS Software User's
Guide』に記載されている
インポート機能を使用しま
す。Fusion-MPT IRの場合
は、『LSI SAS2 Integrated
RAID User's Guide』に記載
されているアクティブ化機
能を使用します。

ホットプラグ操作と結果
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操作 結果 ユーザーの操作

障害の発生したストレージモ
ジュールを交換し、ゾーン作成
されたストレージを交換用スト
レージモジュールに移動する
(障害の発生したモジュールの
ディスクを交換用モジュールの
同一のスロットに取り付け
る)。

シャーシへの挿入時に、スト
レージモジュールエクスパンダ
の SASゾーン構成が削除されま
す。今後、ストレージモ
ジュールを取り外して同じス
ロットに再挿入する場合に保存
済みの構成が変更されないよう
に、ストレージモジュールが自
動的にCMMに登録されます。

注 –障害の発生したモジュール
のゾーン構成情報は失われます
が、ストレージモジュール内の
ディスクの実際のデータは保持
されます。

■ CMM構成のバックアップ
からゾーン構成を復元しま
す。
—または—

■ CMMゾーン機能
ユーティリティーを使用し
て、ストレージモジュール
のリソースを SAS-2
サーバーブレードに再割り
当てします。

■ ホストREMで、スト
レージモジュールの仮想ド
ライブが異種構成
(MegaRAID)または非アク
ティブ (Fusion-MPT IR)と識
別される可能性がありま
す。異種構成または非アク
ティブな構成はREM管理
ソフトウェアを使用して復
元できます。MegaRAIDの
場合は、『LSI MegaRAID
SAS Software User's
Guide』に記載されている
インポート機能を使用しま
す。Fusion-MPT IRの場合
は、『LSI SAS2 Integrated
RAID User's Guide』に記載
されているアクティブ化機
能を使用します。

ホットプラグ操作と結果
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操作 結果 ユーザーの操作

これまで未使用であった
か、サーバーモジュールに割り
当てたことのない空のスト
レージモジュールスロット
に、新しいハードディスクを挿
入する。

CMMで新しいドライブが未割
り当てのストレージとして認識
されます。

■ CMMゾーン機能
ユーティリティーを使用し
て、新しいドライブを
SAS-2サーバーモジュール
に割り当てます。

■ ホストREM管理ソフト
ウェアを使用して、ドライ
ブを仮想ドライブに追加す
るか、ホットスペアとして
ドライブを追加します。詳
細は、『LSI MegaRAID SAS
Software User's Guide』を参
照してください。

使用されたことがあ
り、サーバーモジュールに割り
当てられているストレージモ
ジュールスロットに、ハード
ディスクを挿入する。

CMMでドライブスロットのホ
スト割り当てが予約されま
す。ドライブが交換用の場合
は、割り当て済みのホスト
REMでそのドライブが検出さ
れ、ホットスペアが利用できな
い場合は現在のRAID構成に再
構築されます。

■ ドライブが交換用ドライブ
であり、元のドライブが
RAID構成に割り当てられ
ていなかった場合は、交換
用ドライブをOSで
パーティション分割に使用
できるようになります。

■ ドライブが取り外したドラ
イブと同じであり、ドライ
ブを削除した仮想ドライブ
にホットスペアがない場合
は、ホストREMでドライ
ブが異種構成と識別される
可能性があります。異種構
成はREM管理ソフト
ウェアを使用してイン
ポートできます。詳細
は、『LSI MegaRAID SAS
Software User's Guide』を参
照してください。

ホットプラグ操作と結果
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操作 結果 ユーザーの操作

2番目の SAS-2 NEMを空の
シャーシスロットに挿入する。

SAS-2 NEMが自動的にCMMに
登録されます。2番目の SAS-2
NEMは、最初の SAS-2 NEMか
らゾーン構成を取得します。今
後、SAS-2 NEMを取り外して同
じスロットに再挿入した場合に
保存済みの構成が変更されるこ
とはありません。

注 – NEMの外部 SASポートのホ
スト割り当ては、手動で再構成
する必要があります。

■ RAID用に構成された SAS-2
REMを使用する場合は、ス
トレージに対するデュアル
パスサポートが自動的に有
効になります。

■ RAID用に構成されていな
い SAS-2 REMを使用する場
合は、OSレベルでのデュア
ルパスサポートの構成が必
要になることがありま
す。SASマルチパスサ
ポートを有効にする方法に
ついては、OSのドキュメン
トを確認してください。

■ CMM ILOMの Sun Blade
Zone Managerコンポーネン
トを使用して、ホストアク
セスを外部NEM SASポート
に割り当てます。

SAS–2 NEMを取り外し、同じ
シャーシスロットに挿入する。

SAS–2 NEMはすでにCMMに登
録されているため、NEMの
ゾーン構成が変更されることは
ありません。

ホストREMで、ストレージモ
ジュールの仮想ドライブが異種
構成 (MegaRAID)または非アク
ティブ (Fusion-MPT IR)と識別
される可能性があります。異種
構成または非アクティブな構成
はREM管理ソフトウェアを使
用して復元できま
す。MegaRAIDの場合
は、『LSI MegaRAID SAS
Software User's Guide』に記載さ
れているインポート機能を使用
します。Fusion-MPT IRの場合
は、『LSI SAS2 Integrated RAID
User's Guide』に記載されている
アクティブ化機能を使用しま
す。

ホットプラグ操作と結果
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操作 結果 ユーザーの操作

SAS–2 NEMを取り外し、別の
シャーシスロットに挿入する。

シャーシへの挿入時に、SAS-2
NEMエクスパンダの SAS
ゾーン構成が削除されま
す。SAS-2 NEMが自動的に
CMMに登録されます。今
後、SAS-2 NEMを取り外して同
じスロットに再挿入した場合に
保存済みの構成が変更されるこ
とはありません。

注 – NEMの外部 SASポートのホ
スト割り当ては、手動で再構成
する必要があります。

■ CMM構成のバックアップ
からゾーン構成を復元しま
す。
—または—

■ CMMゾーン機能
ユーティリティーを使用し
て、ストレージモジュール
のリソースを SAS-2
サーバーブレードに再割り
当てします。

■ ホストREMで、スト
レージモジュールの仮想ド
ライブが異種構成
(MegaRAID)または非アク
ティブ (Fusion-MPT IR)と識
別される可能性がありま
す。異種構成または非アク
ティブな構成はREM管理
ソフトウェアを使用して復
元できます。MegaRAIDの
場合は、『LSI MegaRAID
SAS Software User's
Guide』に記載されている
インポート機能を使用しま
す。Fusion-MPT IRの場合
は、『LSI SAS2 Integrated
RAID User's Guide』に記載
されているアクティブ化機
能を使用します。

■ CMM ILOMの Sun Blade
Zone Managerコンポーネン
トを使用して、ホストアク
セスを外部NEM SASポート
に割り当てます。

ホットプラグ操作と結果

Sun Blade Storage Module M2管理ガイド • 2010年 8月、Revision A54



操作 結果 ユーザーの操作

障害の発生した SAS-2 NEMを
交換する。

■ SAS-2 NEMが 2つある場合
は、シャーシへの挿入時
に、交換用 SAS-2 NEMが自
動的にCMMに登録されま
す。交換用 SAS-2 NEM
は、最初の SAS-2 NEMから
ゾーン構成を取得しま
す。今後、SAS-2 NEMを取
り外して同じスロットに再
挿入した場合に保存済みの
構成が変更されることはあ
りません。

注 – NEMの外部 SASポート
のホスト割り当ては、手動
で再構成する必要がありま
す。

■ SAS-NEMが 1つだけの場合
は、シャーシへの挿入時
に、シャーシ全体のすべて
の SASゾーン構成が削除さ
れます。SAS-2 NEMが自動
的にCMMに登録されま
す。今後、SAS-2 NEMを取
り外して同じスロットに再
挿入した場合に保存済みの
構成が変更されることはあ
りません。

■ SAS-NEMが 2つある場合
は、CMM ILOMの Sun
Blade Zone Managerコン
ポーネントを使用して、ホ
ストアクセスを外部NEM
SASポートに割り当てま
す。

■ SAS-NEMが 1つだけの場合
は、CMM構成のバック
アップからゾーン構成を復
元します。
—または—

■ SAS-NEMが 1つだけの場合
は、CMMゾーン機能
ユーティリティーを使用し
て、ストレージモジュール
のリソースを SAS-2
サーバーブレードに再割り
当てします。

■ SAS-NEMが 1つだけの場合
は、ホストREMで、スト
レージモジュールの仮想ド
ライブが異種構成
(MegaRAID)または非アク
ティブ (Fusion-MPT IR)と識
別される可能性がありま
す。異種構成または非アク
ティブな構成はREM管理
ソフトウェアを使用して復
元できます。MegaRAIDの
場合は、『LSI MegaRAID
SAS Software User's
Guide』に記載されている
インポート機能を使用しま
す。Fusion-MPT IRの場合
は、『LSI SAS2 Integrated
RAID User's Guide』に記載
されているアクティブ化機
能を使用します。

ホットプラグ操作と結果
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操作 結果 ユーザーの操作

SAS-2 JBODを SAS-2 NEMの外
部 SASポートに接続する。

現時点ではサポートされていま
せん。

外部 SASストレージを
SAS-NEMの外部 SASポートに
接続しないでください。

新しい SAS-2サーバーモ
ジュールをシャーシ内の空のス
ロットに挿入する。

サーバーモジュールが自動的に
CMMに登録されま
す。サーバーモジュールにスト
レージモジュールのリソースを
割り当てることができま
す。サーバーモジュールを取り
外し、同じスロットに再挿入し
た場合に、保存済みのホストか
らストレージへのゾーン構成が
変更されることはありません。

注 –保存されている構成は無期
限に保持されます。スロットに
SAS-2サーバーモジュールが格
納されていたことがあり、現在
は空である場合は、サーバーモ
ジュールを新しいサーバーモ
ジュールと交換する操作を参照
してください。

■ CMMゾーン機能
ユーティリティーを使用し
て、ストレージモジュール
のリソースを SAS-2
サーバーブレードに割り当
てます。

■ ホストREM管理ソフト
ウェアを使用して、仮想ド
ライブを構成します。

ゾーン作成されたサーバーモ
ジュールを取り外し、同じ
シャーシスロットに挿入する。

サーバーモジュールはすでに
CMMに登録されているた
め、ホストからストレージへの
ゾーン構成が変更されることは
ありません。

ホストREMで、ストレージモ
ジュールの仮想ドライブが異種
構成 (MegaRAID)または非アク
ティブ (Fusion-MPT IR)と識別
される可能性があります。異種
構成または非アクティブな構成
はREM管理ソフトウェアを使
用して復元できま
す。MegaRAIDの場合
は、『LSI MegaRAID SAS
Software User's Guide』に記載さ
れているインポート機能を使用
します。Fusion-MPT IRの場合
は、『LSI SAS2 Integrated RAID
User's Guide』に記載されている
アクティブ化機能を使用しま
す。

ホットプラグ操作と結果
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操作 結果 ユーザーの操作

ゾーン作成されたサーバーモ
ジュールを取り外し、シャーシ
内の別スロットに挿入する。

シャーシへの挿入時に、その
サーバーモジュールのスト
レージモジュールエクスパンダ
の、ホストからストレージへの
ゾーン構成が削除されます。今
後、サーバーモジュールを取り
外して同じスロットに再挿入す
る場合に保存済みの構成が変更
されないように、サーバーモ
ジュールが自動的にCMMに登
録されます。

サーバーモジュールを別のス
ロットに移動し、その後元のス
ロットに戻した場合は、元のス
ロットのゾーン構成情報が失わ
れます。

注 –既存のゾーン構成情報は削
除されますが、ストレージモ
ジュール内のディスクの実際の
データは保持されます。

■ CMM構成のバックアップ
からゾーン構成を復元しま
す。
—または—

■ CMMゾーン機能
ユーティリティーを使用し
て、ストレージモジュール
のリソースを SAS-2
サーバーブレードに再割り
当てします。

■ ホストREMで、スト
レージモジュールの仮想ド
ライブが異種構成
(MegaRAID)または非アク
ティブ (Fusion-MPT IR)と識
別される可能性がありま
す。異種構成または非アク
ティブな構成はREM管理
ソフトウェアを使用して復
元できます。MegaRAIDの
場合は、『LSI MegaRAID
SAS Software User's
Guide』に記載されている
インポート機能を使用しま
す。Fusion-MPT IRの場合
は、『LSI SAS2 Integrated
RAID User's Guide』に記載
されているアクティブ化機
能を使用します。

ホットプラグ操作と結果
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操作 結果 ユーザーの操作

サーバーモジュールを新しい
サーバーモジュールと交換す
る。

シャーシへの挿入時に、古い
サーバーモジュールのスト
レージモジュールエクスパンダ
の、ホストからストレージへの
ゾーン構成が削除されます。今
後、サーバーモジュールを取り
外して同じスロットに再挿入す
る場合に保存済みの構成が変更
されないように、新しい
サーバーモジュールが自動的に
CMMに登録されます。

注 –障害の発生したモジュール
のゾーン構成情報は失われます
が、ストレージモジュール内の
ディスクの実際のデータは保持
されます。

■ CMM構成のバックアップ
からゾーン構成を復元しま
す。
—または—

■ CMMゾーン機能
ユーティリティーを使用し
て、ストレージモジュール
のリソースを SAS-2
サーバーブレードに再割り
当てします。

■ ホストREMで、スト
レージモジュールの仮想ド
ライブが異種構成
(MegaRAID)または非アク
ティブ (Fusion-MPT IR)と識
別される可能性がありま
す。異種構成または非アク
ティブな構成はREM管理
ソフトウェアを使用して復
元できます。MegaRAIDの
場合は、『LSI MegaRAID
SAS Software User's
Guide』に記載されている
インポート機能を使用しま
す。Fusion-MPT IRの場合
は、『LSI SAS2 Integrated
RAID User's Guide』に記載
されているアクティブ化機
能を使用します。

ホットプラグ操作と結果
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操作 結果 ユーザーの操作

保守 (CPU、メモリー、または
REMの交換など)のため
に、ゾーン作成された
サーバーモジュールを取り外
し、保守後、サーバーモ
ジュールを同じシャーシス
ロットに再挿入する。

注 –サーバーモジュールの保守
を行う間、スロットにスロット
フィラーを取り付けてシャーシ
の冷却が正常に行われるように
します。ほかのサーバーモ
ジュールは使用しないでくださ
い。

サーバーモジュールはすでに
CMMに登録されているた
め、ホストからストレージへの
ゾーン構成が変更されることは
ありません。

ホストREMで、ストレージモ
ジュールの仮想ドライブが異種
構成 (MegaRAID)または非アク
ティブ (Fusion-MPT IR)と識別
される可能性があります。異種
構成または非アクティブな構成
はREM管理ソフトウェアを使
用して復元できま
す。MegaRAIDの場合
は、『LSI MegaRAID SAS
Software User's Guide』に記載さ
れているインポート機能を使用
します。Fusion-MPT IRの場合
は、『LSI SAS2 Integrated RAID
User's Guide』に記載されている
アクティブ化機能を使用しま
す。

ゾーン構成の復元
この節では、障害やハードウェアの交換によって失われる可能性があるホストから
ストレージへのゾーン構成を復元する方法について説明します。

■ 59ページの「CMM ILOM Webインタフェースを使用してゾーン構成を復元する
方法」

■ 62ページの「CMM ILOM CLIを使用してゾーン構成を復元する方法」

▼ CMM ILOM Webインタフェースを使用してゾーン構成を復元する
方法
復元するゾーン構成が含まれる、バックアップCMM ILOM構成ファイルがすでに作
成されている必要があります。

注 –上級ユーザーまたは Sunの技術者向けの情報: CMM ILOM構成バックアップ
ファイルはXMLファイルです。複数のCMM ILOM構成バックアップファイルがあ
り、必要なゾーン構成が最新のバージョンに含まれていない場合は、あるファイル
のストレージ割り当てセクションをコピーして別のファイルに貼り付けることがで
きます。これを行うには、復元するゾーン構成のストレージモジュールと
サーバーブレードが同じ物理スロットに存在している必要があります。この手順の
実行方法については、Sun ILOMのドキュメントを参照してください。

Webブラウザを開き、次のURLを入力してCMMにログインします。
http://chassis_sp_ipaddress/

始める前に

1

ゾーン構成の復元
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chassis_sp_ipaddressは、シャーシのサービスプロセッサの IPアドレスです。

ILOMログインページが表示されます。

ログインします。

管理者権限を持つアカウントを使用してログインする必要があります。

2

ゾーン構成の復元
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CMM ILOMメインページが表示されます。

注 –左の区画には、取り付けられているサーバーブレードが一覧表示されます。スト
レージモジュールは表示されません。これは、CMM ILOMがストレージモジュール
の Integrated Lights Out Management機能を制御しているためです。

左の区画でCMMを選択し、CMMの「Maintenance」タブをクリックします。

CMMの保守に関するサブタブが表示されます。
3

ゾーン構成の復元
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「Backup/Restore」タブをクリックします。

「Backup/Restore」ページが表示されます。

「Operation」ドロップダウンリストから「Restore」を選択します。

ページの情報を入力して、バックアップファイルを復元します。

ILOMの「Backup/Restore」の詳細な使用方法については、『Oracle Integrated Lights
Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface Procedures Guide』を参照してください。

復元操作を開始するには、「Run」をクリックします。

復元操作が実行されます。

注 –復元操作を実行している間、ILOM SPのセッションは一時的に中断されます。復
元操作が完了すると、セッションは通常の処理を再開します。通常、復元操作が完
了するまで 2～ 3分かかります。

▼ CMM ILOM CLIを使用してゾーン構成を復元する方法
復元するゾーン構成が含まれる、バックアップCMM ILOM構成ファイルがすでに作
成されている必要があります。

4

5

6

7

始める前に

ゾーン構成の復元
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注 –上級ユーザーまたは Sunの技術者向けの情報: CMM ILOM構成バックアップ
ファイルはXMLファイルです。複数のCMM ILOM構成バックアップファイルがあ
り、必要なゾーン構成が最新のバージョンに含まれていない場合は、あるファイル
のストレージ割り当てセクションをコピーして別のファイルに貼り付けることがで
きます。これを行うには、復元するゾーン構成のストレージモジュールと
サーバーブレードが同じ物理スロットに存在している必要があります。この手順の
実行方法については、Sun ILOMのドキュメントを参照してください。

端末ウィンドウを開き、次のコマンドを入力してCMMへの SSH接続を確立します。
# ssh –l accountname cmm_ip

accountnameは、管理者権限 (rootなど)を持つユーザーアカウントの名前で
す。cmm_ipは、CMMの IPアドレスです。

ログインプロンプトが表示されます。

ログインします。
次に例を示します。

/hostname/login: accountname

password: yourpassword

正常にログインすると、次のプロンプトが表示されます。

–>

/SP/configディレクトリに移動します。
-> cd /SP/config

復元操作を開始するには、次のコマンドを入力します。
-> set load_uri= transfer_method:// username:password@ipaddress_or_hostname/
directorypath/filename.config

各エントリの内容は次のとおりです。

■ transfer_methodには、TFTP、FTP、SFTP、SCP、HTTP、またはHTTPSを指定で
きます。

■ usernameは、リモートシステムのユーザーアカウントの名前です。(usernameは
SCP、SFTP、および FTPの場合に必要です。usernameはTFTPには使用しませ
ん。また、HTTPとHTTPSの場合は任意です。)

■ passwordは、リモートシステムのユーザーアカウントのパスワードで
す。(passwordは SCP、SFTP、および FTPの場合に必要です。passwordはTFTPに
は使用しません。また、HTTPとHTTPSの場合は任意です。)

■ ipaddress_or_hostnameは、リモートシステムの IPアドレスまたはホスト名です。

1
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■ directorypathは、リモートシステムのストレージの場所です。
■ filenameは、バックアップファイルに割り当てられている名前です。

復元操作が実行されます。

注 –復元操作を実行している間、ILOM SPのセッションは一時的に中断されます。復
元操作が完了すると、セッションは通常の処理を再開します。通常、復元操作が完
了するまで 2～ 3分かかります。

ストレージモジュールファームウェアのアップグレード
ストレージモジュールの SASエクスパンダファームウェアをCMM ILOMを使用して
アップグレードします。ストレージモジュールのファームウェアは、2とおりの方
法でアップグレードできます。ILOM Webインタフェースを使用するか、ILOM CLI
インタフェースを使用します。

注 –ディスクドライブと FModファームウェアをアップグレードする場合は、Oracle
の Server Hardware Management Pack (2.01以降)を使用します。これは、Oracleの次の
ダウンロードサイトで入手できます。http://www.sun.com/systemmanagement/

managementtools.jsp

■ 64ページの「CMM ILOM Webインタフェースを使用してファームウェアを
アップグレードする方法」

■ 68ページの「CMM ILOM CLIを使用してファームウェアをアップグレードする
方法」

▼ CMM ILOM Webインタフェースを使用してファームウェアを
アップグレードする方法
Sunソフトウェアダウンロードサイトからストレージモジュールのファームウェアを
ダウンロードします。

http://wikis.sun.com/

display/SystemsComm/Sun+Blade+Systems+-+Firmware+Downloads

■ 「View by Category」タブを選択します。
■ 「Storage」リンクを選択します。
■ Sun Blade Storage Module M2のページを検索します。
■ 最新のファームウェアパッケージをダウンロードし、ネットワーク上のアクセス
可能なHTTPサーバーフォルダに展開します。

始める前に
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Webブラウザを開き、次のURLを入力してCMMにログインします。

http://chassis_sp_ipaddress/

chassis_sp_ipaddressは、シャーシのサービスプロセッサの IPアドレスです。

ILOMログインページが表示されます。

ログインします。

管理者権限を持つアカウントを使用してログインする必要があります。

1

2
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CMM ILOMメインページが表示されます。

注 –左の区画には、取り付けられているサーバーブレードが一覧表示されます。スト
レージモジュールは表示されません。これは、CMM ILOMがストレージモジュール
の Integrated Lights Out Management機能を制御しているためです。

左の区画でCMMを選択し、「System Information」タブが選択されていない場合はそ
のタブをクリックします。

CMMの「System Information」ページとサブタブが表示されます。

3
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「Components」サブタブを選択します。

「Components」ページが表示されます。

アップグレードするストレージモジュールのラジオボタンをクリックします。

「—Actions—」ドロップダウンメニューで、「Firmware Upgrade」を選択します。

「Select Image File to Upload」フィールドにfirmware-version.pkgイメージファイルのパ
スを入力するか、「Browse」をクリックしてファイルを参照および選択します。

「Upload (アップロード)」をクリックします。

短い一時停止のあと、「Firmware Verification」画面が表示され、ファームウェアの
現在のバージョンと、要求されたアップグレードのバージョンが表示されます。

「Start Upgrade (アップグレードの開始)」をクリックします。

このプロセスは数分かかる場合があります。

4
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▼ CMM ILOM CLIを使用してファームウェアをアップグレードする方
法
Sunソフトウェアダウンロードサイトからストレージモジュールのファームウェアを
ダウンロードします。

http://wikis.sun.com/

display/SystemsComm/Sun+Blade+Systems+-+Firmware+Downloads

■ 「View by Category」タブを選択します。
■ 「Storage」リンクを選択します。
■ Sun Blade Storage Module M2のページを検索します。
■ 最新のファームウェアパッケージをダウンロードし、ネットワーク上のアクセス
可能なHTTPサーバーフォルダに展開します。

端末ウィンドウを開き、次のコマンドを入力してCMMへの SSH接続を確立します。

# ssh –l accountname cmm_ip

accountnameは、管理者権限 (rootなど)を持つユーザーアカウントの名前で
す。cmm_ipは、CMMの IPアドレスです。

ログインプロンプトが表示されます。

ログインします。

次に例を示します。

/hostname/login: accountname

password: yourpassword

正常にログインすると、次のプロンプトが表示されます。

–>

アップグレードするストレージモジュールが含まれるブレードスロットのディレク
トリに移動します。

–> cd /CH/BL x

BLxは、アップグレードするストレージモジュールのシャーシブレードのスロット番
号です。

以下のコマンドを入力します。

–> load –source http://http_server_ipaddress/ firmware-version.pkg

http_server_ipaddressは、イメージファイルをコピーしたHTTPサーバーのドメイン名
または IPアドレスです。firmware-versionは、.pkgファイルの名前です。

始める前に
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プロセスが完了したら、適切なファームウェアバージョンがインストールされたこ
とを確認します。以下のコマンドを入力します。

-> show /CH/BLx

出力は次のようになります。
/CH/BL7

Targets:

MB

HDD0

HDD1

HDD2

HDD3

HDD4

HDD5

HDD6

HDD7

FMOD0

FMOD1

PRSNT

STATE

ERR

OK

SERVICE

OK2RM

LOCATE

Properties:

type = Blade

ipmi_name = BL7

fru_name = SUN BLADE STORAGE MODULE M2

fru_part_number = 511-1365-02

fru_serial_number = 00000000

fru_extra_1 = SAS0 5.3.5.0, SAS1 5.3.5.0 <- firmware version

fault_state = OK

load_uri = (none)

clear_fault_action = (none)

power_state = On

Commands:

cd

load

reset

set

show

注 –ストレージモジュールには 2つの SASエクスパンダがあります。fru_extra_1

(SAS0と SAS1)に表示されている両方のエクスパンダが同じリビジョンレベルである
必要があります。

5
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既存の仮想ドライブの交換用 REMへの
インポート

このドキュメントのリリース時点では、ある SAS–2 REMからほかのREMへの仮想ド
ライブのインポートのうち、障害が発生したREMを同一のREMに交換する場合だ
けがサポートされます。たとえば、Sun Blade Storage Module M2に Sun Storage 6Gb SAS
REM HBA (SGX-SAS6–REM-Z)を接続していて、REMに障害が発生した場合 (ただ
し、ドライブは正常)、既存の仮想ドライブは交換用の Sun Storage 6Gb SAS REM HBA
(SGX-SAS6–REM-Z)にインポートできます。

注意 – LSI Fustion-MPT IR REM (SGX-SAS6–REM-Z)を使用して作成された IR仮想ドラ
イブを LSI MegaRAID REM (SGX-SAS6–R-REM-Z)にインポートするなど、異なる技術
のREM間での仮想ドライブのインポートはサポートされません。メタデータサイズ
の不一致によって、インポート処理が失敗したり、データが失われたりする可能性
があるためです。ある種類のREMからほかのREMに仮想ディスクのデータを移行
するには、まずフルバックアップを行います。次に、新しいREMにドライブを接続
します。それから既存の仮想ドライブの構成を消去し、新しいREMを使用して新し
い仮想ドライブを作成します。これを行うと、新しい仮想ドライブにバックアップ
からデータを復元できます。

次のいずれかの手順を実行します。

■ 71ページの「SPARCシステムでのREMの交換」
■ 73ページの「x86システムでのREMの交換」

SPARCシステムでのREMの交換
SPARCシステムでホストREMを交換する場合、ストレージモジュールにホスト起動
ディスクが含まれているかどうかに応じて次の操作を行う必要があります。

注 –これらの手順は、仮想ドライブの構成を取得するために、交換前のREMから構
成ファイルを保存していることを前提としています。また、新しいREMは取り付け
てあるものとします。構成ファイルの保存方法については、『LSI MegaRAID SAS
Software User's Guide』に説明されています。
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Storage Moduleにホスト起動ディスクが含まれている場合

OSの起動にストレージモジュール上のディスクを使用するホストREMを交換する
場合に必要な手順の概要を次に示します。

注 –ここに示す手順の実行する方法の詳細は、対応する『Sun Storage 6Gb SAS REM
HBA Installation Guide』に説明されています。

1. ホストでOBP (OpenBoot PROM)環境に入ります。
2. show-devsコマンドを使用して、使用可能なHBAを一覧表示します。

■ Fusion-MPT SASコントローラ (Sun Storage 6Gb SAS REM HBAなど)の末尾は
LSI,sas@numberで終わります。

■ MegaRAID SASコントローラ (Sun Storage 6Gb SAS REM RAID HBAなど)の末尾
は LSI,mrsas@numberで終わります。

3. show-disksコマンドを使用して、起動可能なOSがインストールされているスト
レージモジュールディスクを選択します。

4. boot device-nameコマンドを使用して、起動ディスクから起動します。
device-nameは、起動デバイスの既存の別名です (例:
/pci@1e,600000/pci@0/pci@3/LSI,sas@0/disk)。nvaliasコマンドを使用して、別
名をデバイスに割り当てることもできます。

5. OSが起動したら、MegaRAID Storage Managerソフトウェアを実行します。
6. 新しいREMの「MegaRAID Storage Manager」ウィンドウの左パネルにあるコント
ローラアイコンを選択します。

7. メニューバーで、「Operations (操作)」->「Configuration (構成)」->「Add
Configuration from file (ファイルから構成を追加)」の順に選択します。

8. プロンプトが表示されたら、保存した構成ファイルを開き、構成に適用します。

Storage Moduleにホスト起動ディスクが含まれていない場合

ストレージモジュール上のディスクを制御するホストREMを交換する場合に必要な
手順の概要を次に示します。

注 –ここに示す手順の実行の詳細は、『LSI MegaRAID SAS Software User's Guide』に説
明されています。

1. ホストから、MegaRAID Storage Managerソフトウェアを実行します。
2. 新しいREMの「MegaRAID Storage Manager」ウィンドウの左パネルにあるコント
ローラアイコンを選択します。

3. メニューバーで、「Operations (操作)」->「Configuration (構成)」->「Add
Configuration from file (ファイルから構成を追加)」の順に選択します。

SPARCシステムでの REMの交換
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4. プロンプトが表示されたら、保存した構成ファイルを開き、構成に適用します。

x86システムでのREMの交換
x86システムでホストREMを交換する場合、ストレージモジュールにホスト起動
ディスクが含まれているかどうかに応じて次の操作を行う必要があります。

注 –これらの手順は、仮想ドライブの構成を取得するために、交換前のREMから構
成ファイルを保存していることを前提としています。また、新しいREMは取り付け
てあるものとします。

Storage Moduleにホスト起動ディスクが含まれている場合

OSの起動にストレージモジュール上のディスクを使用するホストREMを交換する
場合に必要な手順の概要を次に示します。

注 –ここに示す手順の実行する方法の詳細は、対応する『Sun Storage 6Gb SAS REM
HBA Installation Guide』に説明されています。

1. ホストを起動します。

2. 次のいずれかの方法を使用して、HBA BIOS構成ユーティリティーに入ります。
■ Fusion-MPT SASコントローラ (Sun Storage RAID拡張モジュール 6Gb/s SAS HBA
など)の場合、起動中にプロンプトが表示されたら、Ctrl+Cキーを押しま
す。手順 3で説明します。

■ MegaRAID SASコントローラ (Sun Storage RAID拡張モジュール 6Gb/s SAS RAID
HBAなど)の場合、起動中にプロンプトが表示されたら、Ctrl+Hキーを押しま
す。手順 4で説明します。

3. Fusion-MPT SAS-2 REMを交換している場合、次の操作を実行して既存の論理ドラ
イブを有効にします。

a. 「Adapter List」画面で、矢印キーを使用して SASアダプタを選択し、Enter
キーを押します。

x86システムでの REMの交換
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b. 「RAID Properties」を選択し、Enterキーを押します。

c. 「View Existing Volume」を選択します。

Alt+Nキーを押すと、このアダプタの別のボリュームに切り替わります。

d. 「Manage Volume」を選択します。

e. 「Manage Volume」画面で、「Activate Volume」を選択します。

f. Yキーを押して、起動ディスクを含むボリュームを有効にします。

ボリュームが有効になります。

g. Escキーを押して、「Adapter List」に戻ります。

h. 起動デバイスとして現在アダプタが設定されている場合、画面の「Boot
Order」列に番号 0が表示されます。

起動順序は、+/-キーを使用して変更できます。

i. ユーティリティーを保存して、終了します。

次に、MegaRAID Storage Managerソフトウェアを使用して、ほかの保存された
アレイの構成を再適用する必要があります。手順 5に進みます。

4. MegaRAID SAS-2 REMを交換している場合、次の操作を実行して既存の仮想ドラ
イブの構成をインポートします。

a. ホストに複数のHBAがある場合、「Adapter List」画面で交換用REMを選択
し、「Start」をクリックします。

x86システムでの REMの交換
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b. WebBIOSユーティリティーが異種構成を検出し、インポートの画面が表示さ
れるはずです。

ここでの異種構成は、以前のREMを使用して構成された既存の仮想ドライブ
です。

c. 「Preview」ボタンをクリックします。

異種構成の仮想ドライブプロパティーが右パネルに表示されます。左パネルに
は、異種構成を構成するドライブが表示されます。

x86システムでの REMの交換
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注意 –この画面で「Clear」オプションをクリックすると、ディスク上のすべて
のデータが消去されます。

d. 「Import」をクリックして異種構成を使用し、このコントローラの既存の仮
想ドライブを再確立します。

注 –インポートしている仮想ドライブの構成がセキュリティーロックされてい
る場合は、『LSI MegaRAID SAS Software User's Guide』の「Selecting Full Disk
Encryption Security Options」節にあるインポート手順を参照してください。

e. ユーティリティーを保存して、終了します。
次に、ホストOSから実行されるMegaRAID Storage Managerソフトウェアを使
用して、ほかの保存されたアレイの構成を再適用する必要があります。

5. ホストOSから、MegaRAID Storage Managerソフトウェアを実行します。
6. 新しいREMの「MegaRAID Storage Manager」ウィンドウの左パネルにあるコント
ローラアイコンを選択します。

7. メニューバーで、「Operations (操作)」->「Configuration (構成)」->「Add
Configuration from file (ファイルから構成を追加)」の順に選択します。

8. プロンプトが表示されたら、保存した構成ファイルを開き、構成に適用します。

x86システムでの REMの交換
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Storage Moduleのセンサーとインジ
ケータ

ストレージモジュールには、ハードウェアの状態を報告する複数のセンサーとイン
ジケータがあります。センサーの読み取り値の多くは、イベントをトリガーできま
す。たとえば、システムインジケータ LEDの点灯、温度および過電圧の状態に対す
るモジュールのシャットダウン、ストレージモジュールの電源切断などのイベント
があります。

注 –センサーの読み取り値を取得する方法、またはCMM ILOMでシステムインジ
ケータの状態を特定する方法については、Sun Blade 6000モジュラーシステムのド
キュメントに含まれる『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) CMM
Administration Guide for Sun Blade 6000 and 6048 Modular Systems』を参照してください
(http://docs.sun.com/app/docs/prod/blade.6000mod~blade6000ilom#hic)。

次の節では、CMM ILOMが Sun Blade Storage Module M2について監視するセンサーと
インジケータについて説明します。デバイス固有の例 (ハードディス
ク、FMod、ESM、センサーとインジケータ)は、CMM ILOM CLIを使用して示され
ています。

■ 78ページの「センサーのタイプ」
■ 79ページの「CMM ILOM Webインタフェースを使用したセンサーとインジ
ケータの情報の表示」

■ 80ページの「CMM ILOM CLIを使用したセンサーとインジケータの情報の表
示」

■ 82ページの「ハードディスクドライブおよび FModセンサー」
■ 83ページの「ESMセンサー」
■ 84ページの「システムセンサー」
■ 85ページの「システムインジケータ」
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センサーのタイプ
CMMセンサーには次の 2つのタイプがあります。

■ ディスクリートセンサーは、ストレージモジュールのコンポーネントについての
情報を表示する。

■ しきい値センサーは、温度の読み取り値や電圧レベルなどのアナログ値を表示す
る。

ディスクリートセンサー

ディスクリートセンサーは、取り得る一連の値から 1つの値を表示します。

ディスクリートセンサーは次の形式で表示されます。

/PATH/TO/SENSOR
Targets:

$(POSSIBLE_SUB_SENSORS)
Properties:

type = $(SENSOR_TYPE)
class = Discrete

value = $(SENSOR_VALUE)
alarm_status = $(SENSOR_STATUS)

ここで、次の変数が使用されます。

■ POSSIBLE_SUB_SENSORS:このセンサーの下位にあるセンサーのリスト。たとえ
ば、障害センサーや警告センサーなどがあります。cdコマンドを使用すると、サ
ブセンサーノードに移動できます。

■ SENSOR_TYPE:センサーのタイプ。
■ SENSOR_VALUE:センサーの値。
■ SENSOR_STATUS:センサーのアラーム状態 (アサート、アサート解除、クリア、重
要度)。

しきい値センサー

ストレージモジュールは、次の環境しきい値センサーを内部的に管理します。

■ 電圧 (3.3V、1.8V、12V、1V)
■ 周辺温度およびエクスパンダ温度
■ 合計引き込み電流

これらのセンサーはCMM ILOMでは確認できませんが、いずれかのセンサーが出荷
時のしきい値を超えた場合は、ストレージモジュール障害ライトが点灯し、CMM
ILOMイベントログでエラーが報告されて障害のあるスロットが示されます。障害が
クリティカルレベルを超えた場合は、ストレージモジュールの電源が切断されま

センサーのタイプ
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す。その場合は、ストレージモジュールを取り外して障害を修正する必要がありま
す。問題が解決したら、ストレージモジュールをシャーシに再挿入して電源を投入
できます。

CMM ILOM Webインタフェースを使用したセンサーとイ
ンジケータの情報の表示

ストレージモジュールのすべてのセンサーは、CMM ILOM Webインタフェースの
CMM名前空間の下にあります。

CMM ILOMを使用してセンサーを表示するには、左の区画から「CMM」を選択し、次
に「System Monitoring」タブを選択します。センサー、インジケータ、およびイベ
ントのサブタブがあります。特定のストレージモジュールの情報を表示するに
は、ストレージモジュールが取り付けられているシャーシのブレードスロットが識
別子 BLxで示されます。

項目をクリックして詳細情報を表示するか、またはラジオボタンを選択し (ある場
合)、「—Action—」ドロップダウンメニューを使用してサポートされているアク
ションを表示します。

CMM ILOM Webインタフェースを使用したセンサーとインジケータの情報の表示
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CMM ILOM CLIを使用したセンサーとインジケータの情報
の表示

ストレージモジュールのすべてのセンサーは、/CH/BLx名前空間にあります。スト
レージモジュールが取り付けられているシャーシのブレードスロットが BLxで示さ
れます。

CMM ILOM CLIを使用してセンサーを表示するには、フィールドをターゲットに分
割し、cdおよび showコマンドを使用して移動します。たとえば、シャーシのブ
レードスロット 7に取り付けられているストレージモジュールのすべてのコン
ポーネントを表示するには、CMM ILOM CLIプロンプトで次のコマンドを入力しま
す。

–> show /CH/BL7

出力は次のようになります。

/CH/BL7

Targets:

MB

CMM ILOM CLIを使用したセンサーとインジケータの情報の表示
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HDD0

HDD1

HDD2

HDD3

HDD4

HDD5

HDD6

HDD7

FMOD0

FMOD1

PRSNT

STATE

ERR

OK

SERVICE

OK2RM

LOCATE

Properties:

type = Blade

ipmi_name = BL7

fru_name = SUN BLADE STORAGE MODULE M2

fru_part_number = 511-1365-02

fru_serial_number = 00000000

fru_extra_1 = SAS0 5.3.5.0, SAS1 5.3.5.0

fault_state = OK

load_uri = (none)

clear_fault_action = (none)

power_state = On

Commands:

cd

load

reset

set

show

サポートされているストレージモジュールターゲットに移動するには、次のコマン
ドを使用します。各ターゲットは、独自の使用できるコマンドをサポートしていま
す。次の表のすべてのコマンドをすべてのターゲットに対して使用できるとは限り
ません。

コマンド 説明

show ■ 引数なし:現在のターゲットの内容を表示します。現在の
ターゲットの直下にあるターゲット、現在のターゲットのプロ
パティー、および使用可能なコマンドを一覧表示します。

■ 引数を指定:指定したターゲットの内容を表示します。次に例
を示します。
-> show CH/BL3

CMM ILOM CLIを使用したセンサーとインジケータの情報の表示
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コマンド 説明

cd 現在のターゲットを指定のターゲットに変更します。例:

–> cd HDD1

–> cd ../CH/BL3/HDD2

pwd ターゲットのツリー内の位置を特定します。

load ファームウェアイメージファイルを現在のターゲットにロードしま
す。

set インジケータの状態を設定します。

reset 現在のターゲットまたは指定のターゲットの電源を切断したあ
と、電源を投入します。

注意 – resetコマンドは、ホストの動作状態をチェックしません。これらのコマンド
は、デバイスが使用中でないことが確実な場合にのみ使用するようにしてくださ
い。

ハードディスクドライブおよび FModセンサー
この節では、ハードディスクおよび FModのセンサーについて説明します。

注 – HDDは、機械式ディスクドライブおよび半導体式ディスクドライブの両方に使用
されます。

構文 (ターゲット HDDまたは FMODを入力):

-> /CH/BLx/HDD x

出力:

/CH/BL7/HDD6

Targets:

SERVICE

Properties:

type = Hard Disk

disk_type = SAS

wwn = 0x5000c5000f7d7ce9, 0x5000c5000f7d7cea

sas_speed = 6.0 Gbps

Commands:

cd

show

ハードディスクドライブおよび FModセンサー
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センサー名 センサータイプ 説明

/CH/BLx/HDDx 存在 HDDの xは、モジュールの前
面スロット番号 (0～ 7)を表し
ています。HDD番号が一覧表
示されない場合、ドライブは取
り付けられていません。

/CH/BLx/HDDx/SERVICE インジケータ ■ 消灯の場合、ディスクは正
常に動作しています。

■ 点灯の場合、ディスクは障
害が発生しており、フロン
トパネルのハードディスク
ドライブ障害インジケータ
が点灯します。

/CH/BLx/FMODx 存在 FModの xは、モジュールの内
蔵スロット番号 (0～ 23)を表し
ています。FMod番号が一覧表
示されない場合、FModは取り
付けられていません。

注 – SERVICEサブ機能は、FModについてはサポートされません。FModやESMなどの
内部デバイスの障害状態は、ストレージモジュール障害インジケータで示されま
す。この障害は、システムインジケータ (SERVICE)障害としてCMM ILOMイベント
ログでも示されます (85ページの「システムインジケータ」を参照)。

ESMセンサー
この節では、ESM (エネルギーストレージモジュール)センサーについて説明しま
す。

構文 (ターゲット HDDまたは FMODを入力):

-> /CH/BLx/ESM

出力:

/CH/BL1/ESM

Targets:

ERR

Properties:

type = Battery

ipmi_name = BL1/ESM

ESMセンサー
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Commands:

cd

show

センサー名 センサータイプ 説明

/CH/BLx/ESM バッテリ 一覧表示される場合、スト
レージモジュールには ESMが
含まれます。

/CH/BLx/ESM/ERR OEM ■ アサート解除されている場
合、ESMは正常に動作して
います。

■ アサートされている場
合、ESMは障害が発生して
います。フロントパネルの
ストレージモジュール障害
インジケータが点灯しま
す。

注 – SERVICEサブ機能は、ESMについてはサポートされません。FModやESMなどの
内部デバイスの障害状態は、ストレージモジュール障害インジケータで示されま
す。この障害は、システムインジケータ (SERVICE)障害としてCMM ILOMイベント
ログでも示されます (85ページの「システムインジケータ」を参照)。

システムセンサー
この節では、ストレージモジュールのシステムインジケータについて説明します。

構文:

–> show /CH/BL7/system_sensor

system_sensorsが示す値は、MB、PRSNT、STATE、および ERRです。

センサー名 センサータイプ 説明

/CH/BLx/MB マザーボード ストレージモジュールのマ
ザーボードと FRUの情報を説
明します。

システムセンサー
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センサー名 センサータイプ 説明

/CH/BLx/PRSNT 存在 ■ ストレージモジュールは
シャーシに存在します。

■ ストレージモジュールは
シャーシに存在しません。

/CH/BLx/STATE モジュール ■ ストレージモジュールは動
作しています。

■ ストレージモジュールの電
源が切断されています。

■ ストレージモジュールは機
能縮退状態または障害状態
です。

/CH/BLx/ERR OEM ■ アサート解除されている場
合、ストレージモジュール
は正常に動作しています。

■ アサートされている場
合、ストレージモジュール
は障害が発生していま
す。フロントパネルのスト
レージモジュール障害イン
ジケータが点灯します。

注 –ほかの環境センサーイベント (温度や電圧の上昇/低下状態)は、SES (SCSI
Enclosure Services)をサポートするHBA管理ツールのイベントログで取得できます。

システムインジケータ
この節では、ストレージモジュールのシステムインジケータについて説明します。

構文:

–> show /CH/BL7/indicator

indicatorが示す値は、SERVICE、OK2RM、LOCATE、および OKです。

システムインジケータ
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センサー名 センサータイプ 説明

/CH/BLx/SERVICE インジケータ ■ アサート解除されている場
合、ストレージモジュール
の障害 LEDが消灯します。

■ アサートされている場
合、ストレージモジュール
は障害が発生していま
す。フロントパネルのスト
レージモジュール障害イン
ジケータが点灯します。

/CH/BLx/OK2RM インジケータ このインジケータは、スト
レージモジュールに対してサ
ポートされません。

/CH/BLx/LOCATE インジケータ ■ アサート解除されている場
合、ストレージモジュール
のフロントパネルの白の検
出 LEDが消灯します。

■ アサートされている場
合、ストレージモジュール
のフロントパネルの白の検
出 LEDが点灯します。

/CH/BLx/OK インジケータ ストレージモジュールの電源イ
ンジケータの状態を示します。

システムインジケータ
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トラブルシューティング

この節では、Sun Blade Storage Module M2の問題をトラブルシューティングをすると
きに実行する手順について説明します。

■ 87ページの「CMM ILOMイベントログの表示」
■ 89ページの「Sun Blade Zone Managerの注意事項」
■ 97ページの「ストレージモジュールの注意事項」
■ 106ページの「NEMの注意事項」

CMM ILOMイベントログの表示
CMM ILOMには、イベントをログに記録してストレージモジュールの状態を確認す
る機能 (センサーおよびインジケータ)があります。

WebブラウザからCMM ILOMにログインし、「System Monitoring」タブをクリック
します。イベントは、タイプ、日付、および重要度でフィルタリングできます。
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CMM ILOM CLIを使用するときは、CMM ILOMにログインし、次のコマンドを入力
します。

cd /CMM/logs/event

出力は次のようになります。

ID Date/Time Class Type Severity

----- ------------------------ -------- -------- --------

578 Wed Jun 11 06:39:47 2008 Audit Log minor

user1 : Open Session : object = /session/type : value = shell : success

577 Wed Jun 11 06:34:53 2008 Audit Log minor

user1 : Set : object = /clients/activedirectory/userdomains/3/domain :

value =joe.customer.example.sun.com : success

576 Wed Jun 10 11:22:31 2008 Fault Repair minor

Component /CH/NEM0 repaired

575 Wed Jun 10 11:10:02 2008 Fault Repair minor

Fault fault.chassis.device.fail on component /CH/NEM0 cleared

CMM ILOMを使用したイベントの表示、センサー情報、またはWebインタフェース
やCLIを使用したストレージモジュールコンポーネントの状態の確認について
は、『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) CMM Administration Guide for Sun
Blade 6000 and 6048 Modular Systems』を参照してください。

CMM ILOMイベントログの表示
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Sun Blade Zone Managerの注意事項
この節では、Sun Blade Zone Managerの注意事項とその解決法について説明します。

■ 89ページの「Sun Blade Zone Managerは準備ができていない」
■ 90ページの「「Missing SAS–2 Components」エラー」
■ 93ページの「サーバーモジュールの「Not SAS–2 Capable」エラー」
■ 95ページの「新しく挿入されたNEMが検出されない」

Sun Blade Zone Managerは準備ができていない
CMM ILOMが起動すると、すべての ILOMサービスがオンラインになるまで数分か
かる場合があります。オンラインになるまでに必要な時間は、シャーシに取り付け
られているデバイスの数によって異なります。すべての ILOMサービスがオンライ
ンになる前にゾーン管理アクションを実行しようとすると、「準備ができていな
い」ことを示すエラーメッセージが表示されます。

確認する内容

サービスがオンラインになる前に Sun Blade Zone Managerを使用しようとした場合に
表示される内容は、WebインタフェースとCLIのどちらを使用しているかによって
異なります。

注 –「準備ができていない」ことを示すメッセージは、ゾーン機能が有効かどうかに
関係なく表示される場合があります。

CMM ILOM Sun Blade Zone Managerは準備ができていない

Webインタ
フェース

「CMM」–>「Storage」–>「Zoning」の順に選択します。

Sun Blade Zone Managerは準備ができていない
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CMM ILOM Sun Blade Zone Managerは準備ができていない

CLI > show

/STORAGE/sas_zoning

Targets:

Properties:

zone_management_state = disabled

zone_management_status = initializing

reset_password_action = (Cannot show property)

reset_access_action = (Cannot show property)

Commands:

cd

set

show

-> set zone_management_state=enabled

set: The Sun Blade Zone Manager is initializing and not ready for operation.

Please wait several minutes and try again.

-> set reset_access_action=true

set: The Sun Blade Zone Manager is initializing and not ready for operation.

Please wait several minutes and try again.

-> set reset_password_action=true

set: The Sun Blade Zone Manager is initializing and not ready for operation.

Please wait several minutes and try again.

実行する操作

この問題が発生した場合は、さらに 5分待機してから、やり直してください。CMM
ILOM Webインタフェースを使用している場合は、ページを閉じてからもう一度開く
か、ページを更新する必要があります。

「Missing SAS–2 Components」エラー
シャーシの SAS-2ファブリックは、相互接続された SAS-2コンポーネント
(REM、NEM、およびストレージモジュール)で構成されます。SAS-1コンポーネン
トを必要な SAS-2コンポーネントの代わりに使用すると、ファブリック自体が不完
全になります。また、CMM ILOMからストレージモジュールリソースを割り当てよ
うとすると、エラーが表示されます。

確認する内容

「Missing SAS–2 Components」エラー
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次の表に、SAS-2ファブリックに必要なコンポーネントがない場合、Webインタ
フェースとCLIがどのように表示されるか例を示します。

CMM ILOM SAS-2コンポーネントがファブリックにない場合

Webインタ
フェース

「CMM」–>「Storage」–>「Zoning」の順に選択します。

CLI -> ls

/STORAGE/sas_zoning

Targets:

<---No targets are listed.

Commands:

cd

set

show

確認する項目

完全なシャーシの SAS-2ファブリックの例は、次のようになります (SAS-1コン
ポーネントは自動的に除外されています)。

「Missing SAS–2 Components」エラー
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サポートされている SAS-2シャーシファブリックには、次のシャーシコンポーネン
トが必要です。

■ 1つ以上の SAS-2 NEM。パスに冗長性を持たせる場合は、SAS-2 NEMが 2つ必要
です。『Sun Blade Storage Module M2設置ガイド』の「ストレージモジュールの
ハードウェアの互換性」を参照してください。

注 –使用できるのは SAS-2 NEMだけで、シャーシに SAS-2と SAS-1を混在させる
ことはできません。

■ SAS-2 REMが搭載されたサーバーモジュール。『Sun Blade Storage Module M2設置
ガイド』の「ストレージモジュールのハードウェアの互換性」を参照してくださ
い。

注 – SAS-1 REMが搭載されたサーバーモジュールも使用できますが、これらの
サーバーモジュール自体の内部ディスクにのみアクセスできます。ストレージモ
ジュールやNEMの外部 SASポートにはアクセスできません。

■ 任意の 1つ以上の Sun Blade Storage Module M2 (SAS-2デバイス)。
■ シャーシの SAS-2ファブリックを正しく確立するには、シャーシに SAS-1 NEMを
取り付けないでください。SAS-1 NEMは次のとおりです。
■ Sun Blade 6000 Multi-Fabric Network Express Module (X4212A)
■ Sun Blade 6000 10GbE Multi-Fabric Network Express Module (X4236A)
■ Sun Blade 6000 Virtualized Multi-Fabric 10GbE Network Express Module (X4238)

「Missing SAS–2 Components」エラー
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■ シャーシのCMMでは、SAS-1サーバーモジュールとディスクモジュールが
シャーシの SAS-2ファブリックにアクセスできないようにします。SAS-1
サーバーモジュールとディスクモジュールは次のとおりです。

■ Sun Blade 6000ディスクモジュール (B18-AA)
■ SAS-1統合ディスクコントローラまたはREMが搭載されたサーバーモ
ジュール (ただし、サーバーは内部ディスクにアクセス可能)。

実行する操作

■ 完全な (サーバーREMからディスクまで) SAS-2ファブリックを確立するには、適
切な SAS-2コンポーネントがあることを確認します。

■ シャーシの電源が投入されていることを確認します。電源が投入されていない場
合は投入し、5分待機してからやり直してください。

■ コンポーネントが存在し、電源を投入しても状態が変わらない場合は、Oracle
サービス担当者に連絡してください。

サーバーモジュールの「Not SAS–2 Capable」エ
ラー
SAS-2 REMが搭載されていないサーバーモジュールにストレージモジュールリ
ソースを割り当てようとすると、Sun Blade Zone Managerに「Not SAS-2 Capable」エ
ラーが示されます。

確認する内容

次の表に、SAS-2に対応していないサーバーがある場合、WebインタフェースとCLI
がどのように表示されるか例を示します。

サーバーモジュールの「Not SAS–2 Capable」エラー
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CMM ILOM サーバーブレードが SAS-2に対応していない場合

Webインタ
フェース

「Sun Blade Zone Manager」構成ウィンドウで、次のように表示されます。

CLI -> show –level all

/STORAGE/sas_zoning

Targets:

BL1

BL2

BL3 <-- Note: only SAS-2 capable blades

BL7 (servers, storage modules) are shown.

BL8

NEM0

NEM1

Properties:

zone_management_state = enabled

reset_password_action = (Cannot show property)

reset_access_action = (Cannot show property)

実行する操作

■ SAS-2 REMが搭載されたサーバーモジュールにのみストレージモジュールリ
ソースを割り当てることができます。

■ サーバーモジュールの ILOMサービスプロセッサが、サポートされる最新の
ILOMファームウェアを使用していることを確認します。

■ サーバーモジュールのREMが、サポートされる最新のファームウェアを使用し
ていることを確認します。

サーバーモジュールの「Not SAS–2 Capable」エラー
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新しく挿入されたNEMが検出されない
シャーシに新しく挿入されたNEMが Sun Blade Zone ManagerのWebインタフェース
に表示されない、または CLIの /STORAGE/sas_zoningにありません。

確認する内容

次の表に、デュアルパスをサポートするために 2番目のNEMを取り付け、2番目の
NEMが Sun Blace Zone Managerに表示されていることを確認した場合、Webインタ
フェースとCLIがどのように表示されるか例を示します。

CMM ILOM NEMが検出されない場合

Webインタ
フェース

「Sun Blade Zone Manager」構成ウィンドウで、次のように表示されます。

新しく挿入されたNEMが検出されない
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CMM ILOM NEMが検出されない場合

CLI -> show –level all

/STORAGE/sas_zoning

Targets:

BL0

BL1

BL2

BL3

BL4

BL5

BL6

BL7

BL8

BL9

NEM0 <-- Only one NEM is listed.

Properties:

zone_management_state = enabled

reset_password_action = (Cannot show property)

reset_access_action = (Cannot show property)

上記の例では、2番目のNEMは挿入されているのに表示されていません。

確認する項目

NEMに関するメッセージについては、CMM ILOMイベントログ (87ページ
の「CMM ILOMイベントログの表示」を参照)を確認します。

実行する操作

■ 新しく取り付けたNEMに関するメッセージが記録されていない場合は、CMMが
新しいNEMを正しく検出し、SAS-2ファブリックに統合するまで 5分待機しま
す。CMM ILOM WebインタフェースまたはCLIを使用して、Sun Blade Zone
Managerを再実行します。

■ NEMアテンションボタンを押すか、return_to_service操作を実行します。
■ 「/CH/NEMx failed to join SAS2 fabric」 (この xはNEMのスロット番号)が表示され
た場合は、次を実行します。

1. 障害が発生したNEMを引き出します。
2. 取り外しが処理されるまで待機します。
「Hot removal of /CH/NEMx」メッセージ (この xはNEMのスロット番号)がロ
グに記録されると、取り外しが処理されたことを示します。

3. 取り外しメッセージが表示されたら、NEMを再挿入しても安全です。

新しく挿入されたNEMが検出されない
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■ 「/CH/NEMx successfully added to SAS2 fabric」 (この xはNEMのスロット番号)が
表示された場合、NEMは Sun Blade Zone Managerで構成できる状態になったこと
を意味します。CMM ILOM WebインタフェースまたはCLIを使用して、Sun Blade
Zone Managerを再実行します。

ストレージモジュールの注意事項
ここでは、ストレージモジュールの一般的な注意事項について説明します。スト
レージモジュールに問題があると、ホストに割り当てられたディスクにアクセスで
きなくなります。

■ 97ページの「ホストでストレージモジュールにアクセスできず、ILOM
/CH/BLx/fault_stateが「Faulted」になる」

■ 102ページの「ホストでストレージモジュールにアクセスできず、ILOM
/CH/BLx/STATEが「Degraded」になる」

■ 105ページの「ストレージモジュールの障害 LEDが点灯」
■ 105ページの「ストレージモジュールの電源切断」

ホストでストレージモジュールにアクセスでき
ず、ILOM /CH/BLx/fault_stateが「Faulted」になる
ホストでストレージモジュールにアクセスできず、障害条件が示されている (スト
レージモジュールのフロントパネルにあるモジュールの障害 LEDが点灯してい
る、またはCMM ILOMに障害状態が表示される)場合、ストレージモジュールの電
源や SASエキスパンダの状態に問題がある可能性があります。

確認する内容

■ ストレージモジュールのフロントパネルにあるオレンジ色の障害 LEDが点灯して
いるかどうか。

■ CMM ILOMにストレージモジュールが「Faulted」状態で表示されているかどう
か。

次の表に、ストレージモジュールが障害状態になっている場合、Webインタ
フェースとCLIがどのように表示されるか例を示します。

ホストでストレージモジュールにアクセスできず、ILOM /CH/BLx/fault_stateが「Faulted」になる
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CMM ILOM ストレージモジュールで障害が発生している場合

Webインタ
フェース

「CMM」–>「System Information」–>「Components」の順に選択します。

ホストでストレージモジュールにアクセスできず、ILOM /CH/BLx/fault_stateが「Faulted」になる
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CMM ILOM ストレージモジュールで障害が発生している場合

CLI -> show /CH/BL2

Targets:

MB

HDD0

HDD1

HDD2

HDD3

HDD4

HDD5

HDD6

HDD7

FMOD0

FMOD1

PRSNT

STATE

ERR

OK

SERVICE

OK2RM

LOCATE

Properties:

type = Blade

ipmi_name = BL7

fru_name = SUN BLADE STORAGE MODULE M2

fru_part_number = 511-1365-02

fru_serial_number = 00000000

fru_extra_1 = SAS0 5.3.5.0, SAS1 5.3.5.0

--> fault_state = Faulted

load_uri = (none)

clear_fault_action = (none)

power_state = On

Commands:

cd

load

reset

set

show

確認する項目

■ ストレージモジュールの電源が切断されていないかどうか。これを確認するに
は、ストレージモジュールのフロントパネルにある LEDを見て、ストレージモ
ジュールのコンポーネントが ILOMに一覧表示されているかどうかを確認する

ホストでストレージモジュールにアクセスできず、ILOM /CH/BLx/fault_stateが「Faulted」になる
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か、ILOM CLIで CH/BL x/OKコマンドを使用します。たとえば、上記の表の ILOM
CLIの例では、HDDと FModが一覧表示されている場合、ストレージモジュール
に電源が投入されています。

■ ストレージモジュールに電源が投入されている場合、障害状態はエクスパンダに
関連するかどうか。これは、障害自体を表示して確認できます。CMM ILOM CLI
で、次のコマンドを入力します。

1. 管理者権限でCMMにログインします。
2. 次のコマンドを入力します。

-> cd /CMM/faultmgmt

3. 次のコマンドを入力して、障害が発生したターゲットデバイスを見つけます。
-> ls

出力は次のようになります。

/CMM/faultmgmt

Targets:

shell

0 (/CH/BL2)

Properties:

Commands:

cd

show

4. 次のコマンドを入力して、ログに記録された障害を表示します。
-> show /CMM/faultmgmt/0/faults

0は、障害が発生しているターゲットデバイスで、faultsはログに記録された
障害を含むディレクトリです。

次のようになっているか確認します。

/CMM/faultmgmt/0/faults

Targets:

0 (fault.chassis.sas.comm.fail)

Properties:

Commands:

cd

show

実行する操作

■ ストレージモジュールの電源が切断されている場合は、ハードウェアの障害や温
度超過イベントが発生している可能性があります。シャーシが適切に冷却されて
いる (空調が機能し、すべてのディスクおよびシャーシスロットフィラーが適切
な位置にある)ことを確認し、すべての冷却状態を修正したあとに、ブレードを
再挿入します。シャーシに挿入したあともストレージモジュールの電源が戻らな
い場合は、Oracleサービスに連絡してください。

ホストでストレージモジュールにアクセスできず、ILOM /CH/BLx/fault_stateが「Faulted」になる
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■ ストレージモジュールの電源が投入されている場合は、CMM ILOMを使用し
て、次のようにストレージモジュールの「リセット」を実行します。

1. 管理者権限でCMMにログインします。
2. 次のコマンドを入力します。

-> cd /CH/BLx
xはストレージモジュールのブレードスロットの数です。

3. 次のコマンドを入力します。
-> reset

4. 2分以上待機してから、ストレージモジュールの状態をチェックします。
-> show /CH/BLx/STATE
出力は次のようになります。

/CH/BL2/STATE

Targets:

Properties:

type = Module

ipmi_name = BL2/STATE

class = Discrete Sensor

--> value = Running

alarm_status = cleared

Commands:

cd

show

5. リセットしても STATEセンサーが「Running」に変わらない場合は、スト
レージモジュールを取り外し、同じシャーシスロットに再挿入します。これで
もストレージモジュールの STATEが「Running」に変わらない場合は、Oracle
サービスに連絡してください。

■ リセットのあと、STATEセンサーが「Running」に戻っても、ストレージモ
ジュールが応答しない場合は、CMMでのストレージモジュール SASエクスパン
ダの状態の解釈に問題がある可能性があります。次のCLIコマンドを実行して障
害を解決します。

1. 管理者権限でCMMにログインします。
2. 次のコマンドを入力します。

-> cd /CH/BLx
xはストレージモジュールのブレードスロットの数です。

3. 次のコマンドを入力します。
-> set clear_fault_state=true

4. 次に、CMMのリセットを実行します。
-> cd /CMM

5. 次のコマンドを入力します。

ホストでストレージモジュールにアクセスできず、ILOM /CH/BLx/fault_stateが「Faulted」になる
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-> reset

これによって、状態は元に戻ります。

ホストでストレージモジュールにアクセスでき
ず、ILOM /CH/BLx/STATEが「Degraded」になる
ストレージモジュールは、電源が切断されると、機能縮退状態になる場合がありま
す。

確認する内容

次の表に、ストレージモジュールが機能縮退状態になっている場合、Webインタ
フェースとCLIがどのように表示されるか例を示します。

CMM ILOM ストレージモジュールが機能縮退している場合

Webインタ
フェース

「CMM」–>「System Monitoring」–>「Sensor Readings」の順に選択します。

ホストでストレージモジュールにアクセスできず、ILOM /CH/BLx/STATEが「Degraded」になる
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CMM ILOM ストレージモジュールが機能縮退している場合

CLI -> show /CH/BL2/STATE

/CH/BL2/STATE

Targets:

Properties:

type = Module

ipmi_name = BL2/STATE

class = Discrete Sensor

--> value = Degraded

alarm_status = cleared

Commands:

cd

show

確認する項目

■ ストレージモジュールの電源が切断されていないかどうか。これを確認するに
は、ストレージモジュールのフロントパネルにある LEDを見て、ストレージモ
ジュールのコンポーネントが ILOMに一覧表示されているかどうかを確認しま
す。たとえば、上記の表の ILOM CLIの例では、HDDと FModが一覧表示されて
いる場合、ストレージモジュールに電源が投入されています。

■ ストレージモジュールに電源が投入されている場合、障害状態はエクスパンダに
関連するかどうか。これは、障害自体を表示して確認できます。CMM ILOM CLI
で、次のコマンドを入力します。

1. 管理者権限でCMMにログインします。
2. 次のコマンドを入力します。

-> cd /CMM/faultmgmt

3. 次のコマンドを入力して、障害が発生したターゲットデバイスを見つけます。
-> ls

出力は次のようになります。

/CMM/faultmgmt

Targets:

shell

0 (/CH/BL2)

Properties:

Commands:

cd

show

4. 次のコマンドを入力して、ログに記録された障害を表示します。

ホストでストレージモジュールにアクセスできず、ILOM /CH/BLx/STATEが「Degraded」になる
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-> show /CMM/faultmgmt/0/faults

0は、障害が発生しているターゲットデバイスで、faultsはログに記録された
障害を含むディレクトリです。

次のようになっているか確認します。

/CMM/faultmgmt/0/faults

Targets:

0 (fault.chassis.sas.comm.fail)

Properties:

Commands:

cd

show

実行する操作

■ ストレージモジュールの電源が切断されている場合は、ハードウェアの障害や温
度超過イベントが発生している可能性があります。シャーシが適切に冷却されて
いる (空調が機能し、すべてのスロットフィラーが適切な位置にある)ことを確認
し、すべての冷却状態を修正したあとに、ブレードを再挿入します。シャーシに
挿入したあともストレージモジュールの電源が戻らない場合は、Oracleサービス
に連絡してください。

■ ストレージモジュールの電源が投入されている場合は、CMM ILOMを使用し
て、次のようにストレージモジュールの「リセット」を実行します。

1. 管理者権限でCMMにログインします。
2. 次のコマンドを入力します。

-> cd /CH/BLx
xはストレージモジュールのブレードスロットの数です。

3. 次のコマンドを入力します。
-> reset

4. 2分以上待機してから、ストレージモジュールの状態をチェックします。
-> show /CH/BLx/STATE
出力は次のようになります。

/CH/BL2/STATE

Targets:

Properties:

type = Module

ipmi_name = BL2/STATE

class = Discrete Sensor

--> value = Running

alarm_status = cleared

Commands:

cd

show

ホストでストレージモジュールにアクセスできず、ILOM /CH/BLx/STATEが「Degraded」になる
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5. リセットしても STATEセンサーが「Running」に変わらない場合は、スト
レージモジュールを取り外し、同じシャーシスロットに再挿入します。これで
もストレージモジュールの STATEが「Running」に変わらない場合は、Oracle
サービスに連絡してください。

■ リセットのあと、STATEセンサーが「Running」に戻っても、ストレージモ
ジュールが応答しない場合は、CMMでのストレージモジュール SASエクスパン
ダの状態の解釈に問題がある可能性があります。次のCLIコマンドを実行して障
害を解決します。

1. 管理者権限でCMMにログインします。
2. 次のコマンドを入力します。

-> cd /CH/BLx
xはストレージモジュールのブレードスロットの数です。

3. 次のコマンドを入力します。
-> set clear_fault_state=true

4. 次に、CMMのリセットを実行します。
-> cd /CMM

5. 次のコマンドを入力します。
-> reset

これによって、状態は元に戻ります。

ストレージモジュールの障害 LEDが点灯
ストレージモジュールの障害 LEDが点灯している場合は、次を確認してください。

■ 温度超過になっていないかどうか。97ページの「ホストでストレージモジュール
にアクセスできず、ILOM /CH/BLx/fault_stateが「Faulted」になる」を参照してく
ださい。

■ ストレージモジュール内の ESMまたは FModで障害が発生していないかどう
か。『Sun Blade Storage Module M2サービスマニュアル』の「LEDおよびインジ
ケータによる障害の診断」を参照してください。

ストレージモジュールの電源切断
ストレージモジュールの電源が切断される場合は、次を確認してください。

■ 温度超過になっていないかどうか。97ページの「ホストでストレージモジュール
にアクセスできず、ILOM /CH/BLx/fault_stateが「Faulted」になる」を参照してく
ださい。

ストレージモジュールの電源切断
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■ ストレージモジュールの電源が切断され、「Degraded」と表示されるような内部
エラーが発生していないかどうか。102ページの「ホストでストレージモ
ジュールにアクセスできず、ILOM /CH/BLx/STATEが「Degraded」になる」を参
照してください。

NEMの注意事項
この節では、NEMの一般的な注意事項について説明します。NEMは SAS-2ファブ
リックに欠かせない部分であるため、NEMで問題が発生すると、ホストでスト
レージデバイスまたはストレージデバイスへのパスにアクセスできなくなります。

■ 106ページの「SASパスが消え、ILOM /CH/NEMx/fault_stateが「Faulted」になる」
■ 111ページの「NEMの障害 LEDが点灯」
■ 111ページの「NEM STATE (/CH/NEMx/STATE)が「Running」になっていない」
■ 115ページの「NEM /CH/NEMx/OKインジケータがスタンバイ点滅」

注 –シャーシにNEMが1つだけある場合は、NEM 0に取り付ける必要がありま
す。NEM 0にNEMが取り付けられていないシャーシの操作はサポートされていませ
ん。

SASパスが消え、ILOM /CH/NEMx/fault_state
が「Faulted」になる
SASパスが表示されない場合の影響は、存在するNEMの数によって次のように異な
ります。

■ 存在するNEMが 1つである場合、ホストには割り当てられたストレージが表示
されません。

■ 存在するNEMが 2つである場合、シャーシはその SASパスの冗長性を失いま
す。

確認する内容

■ NEMのオレンジ色の障害 LEDが点灯しているかどうか。
■ CMM ILOMにストレージモジュールが「Faulted」状態で表示されているかどう
か。

次の表に、NEMが障害状態になっている場合、WebインタフェースとCLIがどのよ
うに表示されるか例を示します。

NEMの注意事項
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CMM ILOM NEMが「Faulted」の場合

Webインタ
フェース

「CMM」–>「System Information」–>「Components」の順に選択します。

SASパスが消え、ILOM /CH/NEMx/fault_stateが「Faulted」になる

107



CMM ILOM NEMが「Faulted」の場合

CLI -> show /CH/NEM1

Targets:

MB

SAS

SP

PRSNT

STATE

ERR

OK

SERVICE

OK2RM

LOCATE

Properties:

type = Network Express Module

ipmi_name = NEM1

system_identifier = SUNSP-0000000000

fru_name = SUN BLADE 6000 VIRTUALIZED MULTI-FABRIC 10GE NEM M2

fru_version = FW 3.0.10.16, SAS 5.3.5.0

fru_part_number = 540-7961-02

fru_extra_1 = FW 3.0.10.16, SAS 5.3.5.0

--> fault_state = Faulted

load_uri = (none)

clear_fault_action = (none)

prepare_to_remove_status = NotReady

prepare_to_remove_action = (none)

return_to_service_action = (none)

Commands:

cd

load

reset

set

show

確認する項目

障害を表示して詳細を確認します。CMM ILOM CLIで、次のコマンドを入力しま
す。

1. 管理者権限でCMMにログインします。
2. 次のコマンドを入力します。

-> cd /CMM/faultmgmt

3. 次のコマンドを入力して、障害が発生したターゲットデバイスを見つけます。
-> ls

SASパスが消え、ILOM /CH/NEMx/fault_stateが「Faulted」になる
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出力は次のようになります。

/CMM/faultmgmt

Targets:

shell

0 (/CH/NEM1)

Properties:

Commands:

cd

show

4. 次のコマンドを入力して、ログに記録された障害を表示します。
-> show /CMM/faultmgmt/0/faults

0は、障害が発生しているターゲットデバイスで、faultsはログに記録された障
害を含むディレクトリです。

次のようになっているか確認します。

/CMM/faultmgmt/0/faults

Targets:

0 (fault.chassis.sas.comm.fail)

Properties:

Commands:

cd

show

fault.chassis.sas.comm.fail障害は、エクスパンダの問題を示します。

実行する操作

■ 2つのNEMが存在する場合は、NEM上のエクスパンダを再同期してくださ
い。以下を実行します。

1. Sun Blade Zone Managerを使用して、最初に現在の割り当てについてメモして
から、障害が発生しているNEMへのホストの割り当てをすべて削除しま
す。Sun Blade Zone Managerの使用については、7ページの「ストレージのホス
トへの割り当て」を参照してください。

2. 障害が発生したNEMを取り外します。NEMを取り外すには、NEMのド
キュメントを参照してNEMが取り外しできるように正しく設定されているか
確認してください。

3. 障害が発生したNEMを再度取り付けます。障害が発生したNEMは、取り外
す前と同じスロットに取り付ける必要があります。NEMのドキュメントを参
照して、NEMが正しく再起動していることを確認します。
再起動時に、NEMエクスパンダが再同期されます。

4. Sun Blade Zone Managerを再実行し、前のホストの割り当てに基づいてNEM
ポートを再割り当てします。

■ また、次のようにNEMの「リセット」を実行してみることもできます。

SASパスが消え、ILOM /CH/NEMx/fault_stateが「Faulted」になる
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1. 管理者権限でCMMにログインします。

2. 次のコマンドを入力します。

-> cd /CH/BLx

xはストレージモジュールのブレードスロットの数です。

3. 次のコマンドを入力します。

-> reset

4. 2分以上待機してから、NEMの状態をチェックします。

-> show /CH/NEMx/STATE

出力は次のようになります。

/CH/NEM0/STATE

/CH/NEM0/STATE

Targets:

Properties:

type = Module

ipmi_name = NEM0/STATE

class = Discrete Sensor

value = Running

alarm_status = cleared

Commands:

cd

show

NEW STATEは「Running」に戻っているはずです。
■ リセットの実行後に、STATEセンサーが「Running」に戻っても、NEMが応答し
ない場合は、CMMでのNEM SASエクスパンダの状態の解釈に問題がある可能性
があります。次を実行して障害を解決します。

1. 次のコマンドを入力します。

-> cd /CH/NEMx

xはNEMのブレードスロットの数です。

2. 次のコマンドを入力します。

-> set clear_fault_state=true

3. 次に、CMMのリセットを実行します。

-> cd /CMM

4. 次のコマンドを入力します。

-> reset

これによって、状態は元に戻ります。

SASパスが消え、ILOM /CH/NEMx/fault_stateが「Faulted」になる
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NEMの障害 LEDが点灯
ホストからストレージモジュールにアクセスできず、NEMの障害 LEDが点灯してい
る場合は、次を確認してください。

■ 温度超過になっていないかどうか。シャーシが適切に冷却されているか確認しま
す。

■ データセンターの空調がオンになっており、シャーシのファンが作動している
かどうか。

■ すべての PCIe EMスロットにフィラーまたは PCIe EMカードが含まれているか
どうか。

■ すべてのシャーシスロットにブレードまたはフィラーパネルが取り付けられて
いるかどうか。

■ SASエクスパンダなどの内部コンポーネントがエラー状態になっていないかどう
か。106ページの「SASパスが消え、ILOM /CH/NEMx/fault_stateが「Faulted」に
なる」を参照してください。

NEM STATE (/CH/NEMx/STATE)が「Running」に
なっていない
通常の状況では、NEMの STATEセンサーには、NEMが「Running」であることが報
告されます。NEMが別の状態である場合は、ストレージモジュールリソースへの
SASパスのいずれかが消えていないか確認します (ディスクにデュアルパスで接続し
ている場合は 2つのNEMが必要)。

確認する内容

次の表に、NEMが「Running」状態でない場合、WebインタフェースとCLIがどの
ように表示されるか例を示します。

NEM STATE (/CH/NEMx/STATE)が「Running」になっていない
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CMM ILOM NEM状態が「On Line」の場合

Webインタ
フェース

「CMM」–>「System Monitoring」–>「Components」の順に選択します。

CLI -> show show /CH/NEM1/STATE

/CH/NEM1/STATE

Targets:

Properties:

type = Module

ipmi_name = NEM1/STATE

class = Discrete Sensor

--> value = On Line

alarm_status = cleared

Commands:

cd

show

確認する項目

prepare_to_remove_statusが「Not Ready」になっていることを確認します。NEMが取
り外し準備完了状態になるのはホットプラグ操作中だけです。CMM ILOM CLIで次
を実行します。

1. 管理者権限でCMMにログインします。
2. 次のコマンドを入力します。

-> cd /CH/NEMx
xはNEMのスロット番号です。

NEM STATE (/CH/NEMx/STATE)が「Running」になっていない
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3. 次のコマンドを入力して、prepare_to_remove_statusを確認します。
-> ls

出力は次のようになります。

/CH/NEM1

Targets:

MB

SAS

SP

PRSNT

STATE

ERR

OK

SERVICE

OK2RM

LOCATE

Properties:

type = Network Express Module

ipmi_name = NEM1

system_identifier = SUNSP00212829EE4A

fru_name = SUN BLADE 6000 VIRTUALIZED MULTI-FABRIC 10GE NEM M2

fru_version = FW 3.0.10.16, SAS 5.3.5.0

fru_part_number = 540-7961-02

fru_extra_1 = FW 3.0.10.16, SAS 5.3.5.0

fault_state = OK

load_uri = (none)

clear_fault_action = (none)

--> prepare_to_remove_status = NotReady

prepare_to_remove_action = (none)

return_to_service_action = (none)

Commands:

cd

load

reset

set

show

実行する操作

prepare_to_remove_statusが「Ready」の場合、NEMはオフラインで、ホットプラグの
取り外し状態になっています。対処の方法は、その状態にした方法によって異なり
ます。NEMを「Running」状態に戻すには、次のいずれかを実行します。

■ prepare_to_remove action=trueを実行して、NEMを「Ready」状態にした場合
は、次の手順を実行します。

1. シャーシからNEMを取り外します。
2. 10秒以上待機します。
3. NEMをシャーシに再挿入します。
4. アテンションボタンを押します。

■ prepare_to_remove action=trueを実行して、NEMを「Ready」状態にしていない場
合は、次の手順を実行します。

NEM STATE (/CH/NEMx/STATE)が「Running」になっていない
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1. 管理者権限でCMMにログインします。
2. 次のコマンドを入力します。

-> cd /CH/NEMx
xはNEMのスロット番号です。

3. 次のコマンドを入力して、NEMをサービスに戻します。
-> set return_to_service_action=true

4. 次のコマンドを入力して、状態が「Running」に戻ったことを確認します。
-> show /CH/NEMx
「Running」状態に戻るまで数分かかります。
xはNEMのスロット番号です。出力は次のようになります。

/CH/NEM1/STATE

Targets:

Properties:

type = Module

ipmi_name = NEM1/STATE

class = Discrete Sensor

--> value = Running

alarm_status = cleared

Commands:

cd

show

■ prepare_to_remove_statusが「NotReady」で、CH/NEMx/STATEが「On Line」の場
合は、次の手順を実行します。CMM ILOM CLIで、次のコマンドを入力します。
1. NEMのアテンションボタンを押して、上記の手順に従って状態
が「Running」に戻ったことを確認します。
代わりに、次のコマンドを入力できます。

-> set return_to_service_action=true

2. NEMの状態が「Running」に変わらない場合は、管理者権限でCMMにログイ
ンします。

3. 次のコマンドを入力します。
-> cd /CH/NEMx
xはNEMのスロット番号です。

4. 次のコマンドを入力して、prepare_to_remove状態を「true」に設定します。
-> set prepare_to_remove_action=true

5. 次のコマンドを入力して、return_to_service状態を「true」に設定します。
-> set return_to_service_action=true

これによってNEMの電源が再投入され、/CH/NEMx/STATEは「Running」に
戻ります。

NEM STATE (/CH/NEMx/STATE)が「Running」になっていない
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6. 状態が「Running」に戻ったことを確認するには、次のコマンドを入力しま
す。

-> show /CH/NEM x/STATE
xはNEMのスロット番号です。

注 –この操作が有効になるまで数分かかる場合があります。

出力は、次のようになります。

/CH/NEM1/STATE

Targets:

Properties:

type = Module

ipmi_name = NEM1/STATE

class = Discrete Sensor

--> value = Running

alarm_status = cleared

Commands:

cd

show

■ NEMが 2つある場合、このNEMの状態はシステム内のほかのNEMと一致しない
場合があります。NEMを一致させるには、106ページの「SASパスが消え、ILOM
/CH/NEMx/fault_stateが「Faulted」になる」を参照してください。

NEM /CH/NEMx/OKインジケータがスタンバイ点滅
通常の状況では、NEMの STATEセンサーには、NEMが「Running」であることが報
告されます。NEMがスタンバイモードである場合は、ストレージモジュールリ
ソースへの SASパスのいずれかが消えていないか確認します (ディスクにデュアルパ
スで接続している場合は 2つのNEMが必要)。

確認する項目

NEMを挿入したばかりの場合は、NEMがサービスに戻っているか確認しま
す。戻っていない場合は、「Running」状態になりません。

実行する操作

■ アテンションボタンを押して、NEMをサービスに戻します。アテンションボタン
の位置については、NEMのドキュメントを参照してください。

■ 次の手順で「return_to_service_action」の状態を「true」に変更して、NEMを
サービスに戻します。

1. 管理者権限でCMMにログインします。

NEM /CH/NEMx/OKインジケータがスタンバイ点滅

115



2. 次のコマンドを入力します。
-> cd /CH/NEMx
xはNEMのスロット番号です。

3. 次のコマンドを入力して、return_to_service状態を「true」に設定します。
-> set return_to_service_action=true

これで、/CH/NEMx/STATEは「Running」に戻ります。
4. 状態が「Running」に戻ったことを確認するには、次のコマンドを入力しま
す。

-> show /CH/NEM x/STATE
xはNEMのスロット番号です。出力は次のようになります。

/CH/NEM1/STATE

Targets:

Properties:

type = Module

ipmi_name = NEM1/STATE

class = Discrete Sensor

--> value = Running

alarm_status = cleared

Commands:

cd

show

NEM /CH/NEMx/OKインジケータがスタンバイ点滅
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